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海
を
渡
っ
た
女
性
記
者
・
加
納
幽
閑
子 

―

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
時
代
を
中
心
に―

 

下
岡 

友
加 

 
 

   
 
 

は
じ
め
に 

  

愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
機
関
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
（
一
九
〇
八
・
一
〇

～
一
九
一
六
・
三
。
全
八
八
巻
）
は
日
本
統
治
初
期
台
湾
に
お
い
て
刊
行
さ

れ
た
〈
外
地
〉
初
の
女
性
雑
誌
で
あ
る
。
台
湾
総
督
府
官
房
統
計
課
『
台
湾

総
督
府
第
一
三
統
計
書
～
第
二
〇
統
計
書
』
（
一
九
一
一
・
二
～
一
九
一
七

・
一
）
に
拠
れ
ば
、
最
も
多
い
年
（
一
九
一
四
年
）
で
年
間
八
六
一
七
五
部

が
台
湾
島
内
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
二
年
後
に
は
広
告
を
含
め
て
三
百

頁
超
の
誌
面
と
な
り
、
毎
号
異
な
る
絵
入
り
着
色
表
紙
を
擁
し
て
日
本
文
の

み
な
ら
ず
、
漢
文
欄
も
設
け
る
。 

創
刊
号
に
て
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
長
・
大
島
富
子
は
そ
の
刊
行
目
的

を
「
飽
く
ま
で
も
此
の
会
の
趣
旨
を
世
に
お
し
拡
め
て
い
や
栄
え
に
栄
え
し

め
ん
と
す
る
」
こ
と
、
「
婦
人
の
履
み
行
く
べ
き
道
を
明
ら
か
に
し
て
朝
夕

に
執
り
行
ふ
家
の
事
々
に
便
り
よ
か
ら
し
め
ん
と
す
る
」
こ
と
と
述
べ
た
。

一
方
、
雑
誌
の
代
表
者
で
あ
り
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
主
事
・
台
湾
総
督

府
財
務
局
税
務
課
課
長
で
あ
る
高
山
仰
は
台
湾
独
自
の
課
題
に
つ
い
て
よ
り

具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
。
「
本
島
の
情
勢
は
内
地
と
其
の
類
を
異
に
し
東

半
部
の
峻
山
に
蟠
居
す
る
兇
蛮
は
未
だ
全
く
王
化
に
潤
は
ず
」
「
彼
等
蛮
人

の
兇
暴
獰
悪
な
る
其
の
惨
害
の
甚
し
き
に
至
り
て
は
実
に
言
語
に
絶
す
」「
故

に
此
等
討
伐
に
殉
じ
た
る
死
者
を
弔
ひ
傷
者
を
労
り
其
の
遺
族
を
救
護
す
る

は
戦
時
の
軍
人
夫
れ
と
決
し
て
甲
乙
す
る
べ
か
ら
ず
」
「
本
島
在
住
婦
人
の

任
務
や
母
国
の
夫
れ
に
比
し
て
遙
か
に
重
し
」
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
台
湾

総
督
府
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
山
地
討
伐
（
理
蕃
）
」
へ
の
後
方
支
援
を

台
湾
在
住
女
性
の
「
任
務
」
と
し
、
積
極
的
な
協
力
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
そ
う
し
た
総
督
府
の
政
策
施
行
上
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
（
１
）

。 

 

長
ら
く
稀
覯
本
で
あ
っ
た
同
誌
は
、
二
〇
一
八
年
夏
、
奥
州
市
立
斎
藤
實

記
念
館
蔵
書
の
発
見
に
よ
り
、
他
機
関
所
蔵
分
と
あ
わ
せ
て
全
八
八
巻
中
八

二
巻
分
の
所
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
２
）

。
依
然
と
し
て
創
刊
号
を
含
め
た

初
期
六
冊
が
未
発
見
で
あ
る
が
、
発
見
巻
に
つ
い
て
は
京
都
・
三
人
社
よ
り

復
刻
版
が
刊
行
中
で
あ
り
、
雑
誌
刊
行
期
間
全
体
を
踏
ま
え
た
誌
面
の
考
察

が
よ
う
や
く
可
能
と
な
っ
た
段
階
に
あ
る
。 

 

こ
の
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
お
い
て
、
刊
行
半
ば
ま
で
署
名
入
り
の
記
事

・
作
品
を
最
も
多
く
誌
面
に
寄
せ
た
女
性
記
者
（
作
家
）
が
、
加
納
幽
閑
子

（
ゆ
か
し
女
）
で
あ
る
。
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
職
員
名
簿
に
拠
れ
ば
、
幽

閑
子
は
一
九
〇
九
年
一
月
か
ら
一
九
一
三
年
七
月
ま
で
愛
国
婦
人
会
台
湾
支

部
事
務
員
（
後
嘱
託
）
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
（
３
）

。
彼
女
は
離
職
月
に

刊
行
さ
れ
た
第
五
六
巻
（
一
九
一
三
・
七
）
ま
で
連
続
的
に
寄
稿
を
行
い
、

－ 1 －

 

(1) 
 

ヨゼフィーネとは誰か 

―カフカ『歌姫ヨゼフィーネ』におけるネズミ族との関係― 

 

古川 昌文 
 

はじめに 
カフカの作品の多くは自分自身を描くオートフィクションの性格をもつ。カフカの死後

に出版された短編集『断食芸人―4 つの物語』（Ein Hungerkünstler — Vier Geschichten）はカ

フカ晩年の自らの文学に対するアンビヴァレントな視線を感じ取ることができるが、とり

わけ短編集の最後に置かれた『歌姫ヨゼフィーネあるいはネズミ族』1（以下、『ヨゼフィー

ネ』と表記する）はその傾向が強く、物語を動かすのは出来事の連鎖ではなく、肯定と否定

とを行き来する語りそのものである。本稿ではこの『歌姫ヨゼフィーネ』に焦点を当てて、

死を前にしたカフカが自己およびその文学をどのように見ていたのかを探っていく。 

 

1. オートフィクションとしての『ヨゼフィーネ』 
『ヨゼフィーネ』は 1924 年 3 月から 4 月にかけて書かれたカフカ最後の作品である。こ

れを執筆した頃、カフカの病（結核）は末期にあり、執筆の約 2 か月後、この世を去る。咽

頭結核により喉を侵され声を失いかけていたカフカが「歌姫」を主人公としたのは皮肉であ

る。ヨゼフィーネ（Josefine）という名が作家自身と密接に関係していることは次の点から

明らかである。ヨゼフィーネはヨーゼフ（Josef）の女性名であり、このヨーゼフという名は

オーストリア皇帝フランツ・ヨーゼフ I 世（Franz Joseph I, 1830-1916）の名を介してカフカ

の名「フランツ」（Franz）と結びつく。長編『訴訟（＝審判）』（Der Process）の主人公の名

はヨーゼフ・K（Josef K.）であった。名前の関連性をもって主人公をそのまま作家と同一視

することはむろんできないが、カフカがヨゼフィーネという主人公名に自分の名を重ねて

刻印していることは確かであろう。 

この短編が収められた短編集『断食芸人―4 つの物語』のうち、表題作『断食芸人』は断

食芸人（Hungerkünstler）を、『最初の悩み』（Erstes Leid）はブランコ曲芸師（Trapezkünstler）

を主人公とすることによって芸／芸術（Kunst）を前景化している。『ヨゼフィーネ』を含め、

結核に侵されていた晩年に書かれたこれらの作品に共通するのは自分の芸（芸術）を見つめ

るカフカの肯定と否定がないまぜになったイローニッシュな視線である。『断食芸人』では

断食芸において卓越した能力を持つにもかかわらず観衆から見放され、断食したまま飢え

死にする芸人の姿が描かれた。『ヨゼフィーネ』はこれと大きく異なる点が二つある。一つ

 
1 以下のテキストを用い、引用する際は頁数のみを引用末尾に記すこととする。 
Franz Kafka: „Josefine, die Sängerin oder Das Volk der Mäuse“ In: ders., Drucke zu Lebzeiten. Hrsg. 
von Wolf Kittler, Hans-Gerd Koch und Gerhard Neumann, S. Fischer, 1994. 
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雑
誌
の
運
営
を
支
え
た
（
そ
の
他
、
最
終
巻
に
も
寄
稿
が
あ
る
が
、
詳
し
く

は
後
述
）
。
幽
閑
子
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
郷
土
史
家
・
竹
内
脩
氏
の
調
査

に
よ
り
、
兵
庫
県
氷
上
郡
（
現
・
丹
波
市
）
柏
原
町
出
身
、
柏
原
織
田
家
臣

の
末
裔
・
藤
原
姓
加
納
氏
博
厚
の
長
女
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
４
）

。

そ
の
他
の
学
歴
や
生
没
年
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
彼
女
に
は

台
湾
へ
渡
る
以
前
に
『
時
代
思
潮
』
『
東
京
二
六
新
聞
』
『
少
女
界
』
『
家

庭
雑
誌
』
へ
の
寄
稿
が
、
さ
ら
に
台
湾
か
ら
再
び
〈
内
地
〉
へ
戻
っ
た
後
に

は
、
『
婦
人
世
界
』
『
我
か
家
』
『
少
女
の
友
』
『
同
仁
』
『
家
の
光
』
へ

の
寄
稿
が
確
認
で
き
る
（
詳
し
く
は
論
文
末
尾
の
【
加
納
幽
閑
子
著
作
一
覧

表
】
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
す
な
わ
ち
、
幽
閑
子
に
は
少
な
く
と
も
一
九
〇

六
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
三
〇
年
に
渡
る
寄
稿
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
現
在
で
は
全
く
の
無
名
の
人
物
で
あ
る
も
の
の
、
明
治
生
ま
れ
の
女
性

と
し
て
は
か
な
り
息
の
長
い
執
筆
活
動
を
行
っ
た
書
き
手
と
言
え
よ
う
。 

 

本
稿
の
目
的
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
は
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲
載
の

加
納
幽
閑
子
の
小
説
、
訪
問
記
事
、
読
者
通
信
欄
で
の
応
答
な
ど
の
検
討
か

ら
、
同
誌
に
お
い
て
幽
閑
子
が
果
た
し
た
役
割
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
た
い
。

加
え
て
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
以
後
の
他
媒
体
へ
の
寄
稿
に
つ
い
て
も
可
能

な
限
り
で
追
跡
し
、
「
継
続
的
な
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
り
に
く
い
職
業
」
（
藤

本
恵
（
５
）

）
と
さ
れ
る
女
性
記
者
の
仕
事
を
続
け
た
幽
閑
子
の
営
み
か
ら
、

女
性
史
・
出
版
史
に
も
資
す
る
一
例
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。 

  
 
 

一 

『
台
湾
愛
国
婦
人
』掲
載
・幽
閑
子
の
文
芸
創
作 

  

現
在
、
本
文
確
認
の
可
能
な
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
へ
の
加
納
幽
閑
子
の
最

初
の
寄
稿
は
、
少
女
小
説
「
由
美
子
」
（
第
九
巻
～
第
一
五
巻
、
一
九
〇
九

・
八
～
一
九
一
〇
・
二
。
第
一
〇
巻
が
未
発
見
巻
の
た
め
、
前
編
三
～
五
章

に
つ
い
て
は
未
見
）
で
あ
る
。
内
容
は
東
京
の
裕
福
な
家
庭
で
育
っ
た
少
女

・
山
川
由
美
子
が
父
の
事
業
失
敗
に
よ
り
、
母
の
里
で
あ
る
京
都
近
郊
の
家

へ
預
け
ら
れ
、
そ
こ
で
皆
に
心
配
を
か
け
ぬ
よ
う
気
を
配
り
、
健
気
に
暮
ら

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
由
美
子
は
東
京
の
学
校
で
「
世
に
も
麗
し

い
模
範
生
」
（
第
一
二
巻
、
九
〇
頁
）
と
し
て
教
師
の
覚
え
も
め
で
た
い
生

徒
で
あ
っ
た
が
、
預
け
ら
れ
た
瀬
良
家
に
お
い
て
も
「
同
情
の
あ
る
勉
強
家

の
実
に
立
派
な
、
真
の
女
ら
し
い
子
供
」
（
第
一
五
巻
、
八
九
頁
）
と
評
価

さ
れ
る
。
由
美
子
の
善
良
な
性
質
は
瀬
良
家
の
一
つ
年
上
の
松
枝
に
も
よ
い

影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
は
正
月
に
帰
省
し
た
京
都
大
学
在
学
中
の
松
枝
の
兄

の
目
に
も
と
ま
る
。
瀬
良
家
の
お
ば
あ
さ
ん
が
「
何
と
云
ッ
て
も
由
美
子
は

瀬
良
家
の
人
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
第
一
五
巻
、
八
九
頁
）
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
小
説
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
少
女
が
味
わ
う
零
落
の
悲
哀
を
描
く
と
と

も
に
、
彼
女
の
賢
さ
ゆ
え
に
報
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
未
来
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、

明
治
期
の
典
型
的
な
「
少
女
不
幸
物
語
」
「
教
訓
物
語
」
（
菅
聡
子
（
６
）

）

で
あ
る
。
未
だ
文
芸
作
品
の
乏
し
か
っ
た
初
期
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
誌
上
に

お
い
て
、
「
家
庭
的
好
読
本
」
（
無
署
名
「
新
年
を
迎
ふ
」
『
台
湾
愛
国
婦

人
』
第
二
巻
、
一
九
〇
九
・
一
、
九
頁
）
を
目
指
す
同
誌
誌
面
に
ふ
さ
わ
し

い
、
穏
当
な
読
み
物
を
幽
閑
子
は
読
者
に
提
供
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

 
さ
ら
に
翌
年
、
「
作
者
が
瀕
死
の
病
中
に
在
つ
て
一
気
筆
を
呵
せ
る
」
「
三

百
枚
以
上
の
長
篇
」
（
「
編
輯
局
よ
り
」
第
三
五
巻
、
一
九
一
一
・
一
〇
、

一
四
六
頁
）
と
誌
上
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
小
説
が
「
女
教
師
」
（
第
三
五

巻
～
第
四
九
巻
、
一
九
一
一
・
一
〇
～
一
九
一
二
・
一
二
）
で
あ
る
。
内
容

－ 2 －
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は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
才
色
兼
備
つ
た
ら
貴
女
の
事
よ
」
（
第
四
一
巻
、

一
二
〇
頁
）
と
同
僚
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
森
静
子
は
、
尋
常
小
学
校
四

年
の
女
児
を
受
け
持
つ
新
米
教
師
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
女
は
「
女
学
校
出

の
無
経
験
者
」
で
あ
り
な
が
ら
「
多
い
俸
給
を
貪
る
憎
ら
し
い
人
」
（
第
三

六
巻
、
一
一
五
頁
）
と
し
て
、
「
生
徒
か
ら
は
『
森
先
生
、
森
先
生
』
と
慕

は
れ
た
け
れ
ど
も
年
寄
つ
た
女
教
員
達
に
は
猜
疑
と
憎
悪
の
標
的
と
な
つ
」

（
第
三
六
巻
、
一
一
三
頁
）
て
い
る
。
身
に
覚
え
の
な
い
艶
聞
を
新
聞
に
投

書
さ
れ
た
静
子
は
、
そ
れ
を
機
に
学
校
を
辞
め
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
脚

の
不
自
由
な
妹
・
百
合
子
と
も
別
れ
て
、
商
家
の
住
み
込
み
家
庭
教
師
に
転

じ
る
ま
で
の
経
緯
が
描
か
れ
た
。 

 

静
子
の
実
家
は
元
々
東
京
で
相
当
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
が
、
父
の
事
業

失
敗
に
よ
り
零
落
し
て
い
る
点
、
ま
た
、
彼
女
が
周
囲
の
嫉
妬
を
買
う
ほ
ど

の
優
等
生
で
あ
る
点
、
さ
ら
に
彼
女
を
思
う
好
青
年
が
登
場
す
る
点
、
す
べ

て
先
の
少
女
小
説
「
由
美
子
」
と
設
定
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
本

小
説
の
最
大
の
特
徴
は
、
教
師
生
活
の
具
体
を
か
な
り
露
骨
に
描
き
込
ん
で

い
る
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
職
員
室
で
の
教
師
た
ち
の
会
話
と
し
て
『
よ

せ
よ
。
さ
も
し
い
話
は
。
ハ
イ
カ
ラ
な
服
装
が
し
た
い
の
も
美う

ま

い
食
が
喰
ひ

た
い
の
も
人
間
で
あ
つ
て
見
れ
ば
教
員
だ
つ
て
同
じ
さ
。
平
田
東
助
閣
下
だ

つ
て
ま
さ
か
二
十
円
未
満
の
月
給
の
中
で
七
円
も
八
円
も
貯
金
し
ろ
と
云
や

し
ま
い
し
、
い
つ
も

く
鰯
の
干
物
ば
か
り
喰
つ
て
た
日
に
や
鰯
よ
り
も
人

間
の
干
物
が
出
来
上
つ
ち
ま
は
あ
。
』
（
第
四
七
巻
、
一
〇
八
頁
）
と
い
う

一
節
が
あ
る
。
こ
の
会
話
は
一
九
〇
八
年
第
二
次
桂
内
閣
内
務
大
臣
着
任
後

の
平
田
東
助
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
地
方
改
良
運
動
に
基
づ
く
内
容
と
考
え

ら
れ
る
（
７
）

。
ま
た
直
後
に
、
「
斯
う
云
ふ
浅
猿
し
い
言
動
を
見
聞
き
す
る

が
つ
ら
さ
に
」
外
へ
出
た
静
子
が
「
誦
し
馴
れ
た
晶
子
女
史
の
歌
」
と
し
て

「
秋
の
風
来
た
る
十
方
玲
瓏
に
空
と
山
野
と
人
と
水
と
に
」
（
第
四
七
巻
、

一
〇
九
頁
）
と
い
う
与
謝
野
晶
子
『
舞
姫
』
（
如
山
堂
、
一
九
〇
六
・
一
）

収
録
歌
を
想
起
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
小
説
の
時
代
背
景
は
発
表
時
か
ら

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
、
明
治
四
〇
年
代
初
頭
を
反
映
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。 

 

一
般
に
大
正
期
に
入
る
と
教
師
の
給
与
は
上
昇
し
、
女
性
教
員
も
増
加
し

た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
８
）

、
静
子
は
妹
と
の
生
活
を
「
僅
か
十
六
円
の
俸
給

で
」
（
第
三
五
巻
、
一
二
一
頁
）
や
り
く
り
し
て
お
り
、
小
学
校
校
長
を
つ

と
め
る
伯
父
の
給
料
に
つ
い
て
も
伯
母
の
口
か
ら
「

ま
つ
た
く

真
箇
小
学
校
の
先
生
な

ん
て
馬
鹿

く
し
い
職
業
ね
、
あ
ん
な
に
働
い
て
わ
づ
か
五
十
円
ぢ
や
あ
り

ま
せ
ん
か
」
（
第
三
九
巻
、
九
五
頁
）
と
難
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
静
子

の
生
活
は
「
世
間
の
ひ
ま
な
人
々
が
、
職
業
を
持
つ
若
い
女
で
あ
る
処
の
自

分
等
を
見
る
光
つ
た
眼
と
五
月
蠅
い
口
」
（
第
四
三
巻
、
一
三
二
頁
）
に
終

始
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
。
最
終
的
に
静
子
は
噂
と
な
っ
た
男
性
か
ら
求
婚

さ
れ
て
お
り
、
先
に
見
た
少
女
小
説
「
由
美
子
」
同
様
、
微
温
的
な
結
末
の

印
象
は
拭
え
な
い
が
、
同
時
代
の
『
青
鞜
』
に
お
け
る
女
性
教
師
表
象
に
も

共
通
し
た
、
「
女
性
の
経
済
的
・
精
神
的
自
立
の
問
題
と
結
び
つ
い
」
た
「
苦

悩
」
（
米
村
み
ゆ
き
（
９
）

）
が
描
か
れ
た
小
説
と
は
言
え
る
。 

 

こ
の
幽
閑
子
の
「
女
教
師
」
終
了
の
翌
年
か
ら
、
誌
上
で
は
新
た
に
尾
島

菊
子
の
長
編
小
説
「
幼
き
こ
ろ
」
（
第
五
二
巻
～
第
七
三
巻
、
一
九
一
三
・

五
～
一
九
一
四
・
一
二
）
の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
。
「
幼
き
こ
ろ
」
で
は
、

父
の
罪
に
よ
る
数
々
の
理
不
尽
な
出
来
事
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
、
最
終
的
に

は
係
累
を
背
負
っ
て
の
自
活
を
決
意
す
る
ま
で
の
若
い
女
性
の
半
生
が
語
ら

－ 3 －
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れ
て
い
る
。
「
幼
き
こ
ろ
」
の
女
性
主
人
公
は
学
歴
の
不
足
か
ら
教
師
と
し

て
奉
職
す
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
っ
た
が
（

10
）

、
雑
誌
は
幽
閑
子
の
「
女
教

師
」
、
尾
島
菊
子
の
「
幼
き
こ
ろ
」
と
、
女
性
の
書
き
手
に
よ
る
女
性
の
自

立
を
め
ぐ
る
苦
闘
を
描
く
長
編
小
説
を
連
続
し
て
読
者
に
提
供
し
た
。 

 

そ
の
他
、
幽
閑
子
の
創
作
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
四
巻

（
一
九
一
〇
・
一
）
の
附
録
小
説
「
春
の
家
」
で
あ
る
。
ご
く
短
い
読
み
切

り
小
説
で
あ
る
が
、
〈
内
地
〉
か
ら
台
湾
へ
移
住
し
、
二
度
目
の
お
正
月
を

迎
え
よ
う
と
す
る
日
本
人
家
庭
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
説
末
尾
で
、

子
ど
も
た
ち
は
正
月
に
『
生
蕃
の
小
父
様
が
入
来
し
や
る
』
こ
と
を
聞
い
て

喜
び
騒
ぎ
出
す
。
「
生
蕃
の
小
父
さ
ん
と
は
主
人
の
弟
の
清
治
」
の
こ
と
で
、

彼
は
「
昨
年
の
九
月
頃
に
自
ら
仕
願
し
て
警
察
官
吏
と
成
り
、
当
時
討
伐
隊

に
交
ぢ
ツ
て
征
蕃
の
為
め
に
働
い
て
ゐ
た
」
（
一
五
九
頁
）
。
こ
の
人
物
設

定
は
明
ら
か
に
台
湾
総
督
府
の
「
理
蕃
」
政
策
の
後
援
を
「
一
大
任
務
」
（
11
）

と
す
る
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
の
役
割
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
に

は
こ
の
「
小
父
さ
ん
」
は
他
の
人
物
の
会
話
中
に
登
場
す
る
に
と
ど
ま
り
、

表
面
的
な
扱
い
に
過
ぎ
な
い
が
、
創
刊
か
ら
一
年
余
り
（
幽
閑
子
自
身
の
渡

台
か
ら
一
年
）
と
い
う
か
な
り
早
い
段
階
で
、
会
（
雑
誌
）
の
趣
旨
を
踏
ま

え
た
台
湾
表
象
を
小
説
に
試
み
た
幽
閑
子
の
対
応
力
に
は
一
目
置
く
べ
き
も

の
が
あ
る
。 

  
 
 

二 

『
台
湾
愛
国
婦
人
』掲
載
・幽
閑
子
の
台
湾
見
聞
記 

  

文
芸
創
作
の
他
、
幽
閑
子
は
台
湾
在
住
者
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
多
く

の
見
聞
記
を
執
筆
し
て
い
る
。
最
初
の
取
材
先
は
第
一
尋
常
高
等
小
学
校

（
「
台
北
の
三
小
学
校
」
第
一
六
～
第
一
八
巻
、
一
九
一
〇
・
三
～
一
九
一

〇
・
五
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
忌
憚
の
な
い
批
評
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
一
年
生
女
児
の
ク
ラ
ス
を
受
け
持
つ
若
い
女
性
教
員
に
つ
い
て
は
「
失

礼
な
申
分
な
が
ら
ま
だ

く
隙
が
あ
る
、
つ
ま
り
不
慣
れ
で
い
ら
つ
し
や
る

の
だ
ら
う
」
（
第
一
八
巻
、
一
〇
一
頁
）
と
評
し
、
他
の
教
師
に
つ
い
て
も

「
松
平
定
信
の
歴
史
用
掛
図
に
見
え
た
冠
物
の
説
明
が
不
充
分
」
（
一
〇
三

頁
）
と
い
っ
た
授
業
進
行
上
の
具
体
的
な
指
摘
が
あ
る
。
最
終
的
に
は
八
つ

の
教
場
を
参
観
し
た
上
で
「
格
別
、
本
校
の
特
色
と
伺
つ
た
言
語
の
研
究
の

結
果
を
実
際
に
伺
ふ
こ
と
が
出
来
か
ね
た
の
は
返
す

ぐ
も
残
念
で
ご
ざ

い
ま
し
た
」
（
一
〇
五
頁
）
と
皮
肉
と
も
受
け
と
れ
る
文
章
で
結
ば
れ
て
い

る
。 

 

実
は
、
台
湾
へ
渡
る
以
前
に
も
幽
閑
子
に
は
学
校
訪
問
記
（
「
高
等
附
属

小
学
校
参
観
記
」
『
家
庭
雑
誌
』
一
九
〇
八
・
七
）
の
執
筆
経
験
が
あ
る
。

そ
の
他
、
家
庭
訪
問
記
「
花
散
る
家
」
（
『
家
庭
雑
誌
』
一
九
〇
八
・
五
）
、

小
説
「
追
懐
記
」
（
『
家
庭
雑
誌
』
一
九
〇
九
・
一
）
、
加
え
て
先
に
見
た

小
説
「
女
教
師
」
の
内
容
か
ら
も
、
幽
閑
子
自
身
に
小
学
校
教
員
の
前
歴
が

あ
る
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
台
湾
に
お
け
る
訪
問
先
の
嚆
矢
と
し
て
小

学
校
が
選
ば
れ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
は
新
起
街
市
場
（
「
台
北
の
市

場
」
第
二
四
巻
、
一
九
一
〇
・
一
一
）
、
淡
水
戯
館
（
「
淡
水
戯
館
の
一
夜
」

第
三
八
巻
、
一
九
一
二
・
一
）
、
台
北
医
院
（
「
台
北
医
院
」
第
三
九
巻
、

一
九
一
二
・
二
）
、
北
投
温
泉
（
「
浴
泉
記
」
第
五
一
巻
、
一
九
一
三
・
二
）
、

基
隆
埠
頭
（
「
船
の
出
る
日
」
第
五
四
巻
、
一
九
一
三
・
五
）
な
ど
、
台
北

を
中
心
と
し
た
各
所
へ
の
訪
問
記
事
を
執
筆
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
幽
閑
子
の
記
事
か
ら
は
、
彼
女
が
質
実
を
旨
と
す
る
人
物
だ
っ

－ 4 －
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た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
台
北
在
住
女
性
の
華
美
な
装
い
に
つ
い
て
は
い
っ

た
い
に
批
判
的
で
あ
る
（
「
い
か
に
粗
品
な
り
と
も
絹
布
で
な
け
れ
ば
人
中

に
出
ら
れ
ぬ
か
の
や
う
に
、
或
は
思
つ
て
ゐ
る
人
が
無
い
で
も
な
い
台
北…

…

の
華
美…

…
（
或
は
其
れ
丈
け
の
服
装
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
地
位
の
方
の
み

あ
ら
せ
ら
る
ゝ
処
な
の
か
も
知
り
ま
せ
ぬ
が―

）
兎
に
角
内
地
か
ら
初
め
て

来
た
人
人
が
争
つ
て
口
に
す
る
其
ぜ
い
た
く
な
台
北
」
「
奮
闘
主
義
の
婦
人
」

第
三
二
巻
、
一
九
一
一
・
七
、
四
三
頁
）
。
逆
に
質
素
堅
実
な
女
性
を
取
り

上
げ
、
称
揚
す
る
傾
向
に
あ
る
（
「
台
湾
で
は
一
二
と
指
折
ら
る
ゝ
夫
君
の

お
名
の
下
な
ら
ば
、
如
何
な
贅
沢
も
御
自
由
で
あ
る
身
を
い
つ
も
乍
ら
極
め

て
質
素
な
御
服
装
。
平
民
的
な
態
度
の
其
中
に
も
清
げ
な
貴
婦
人
の
面
影
が

躍
如
と
し
て
ゐ
る
夫
人
」
「
台
北
医
院
」
第
三
九
巻
、
四
一
頁
）
。
〈
内
地
〉

に
比
し
て
台
北
の
人
々
の
生
活
水
準
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と
へ
の
言
及
も

多
い
（
「
子
供
を
負
つ
た
女
房
さ
ん
風
の
婦
人
迄
が
風
呂
敷
一
ぱ
い
に
買
物

を
し
て
行
く
所
を
み
る
と
何
と
い
つ
て
も
台
北
は
ま
だ

く
太
平
な
も
の
。

東
京
で
は
お
米
が
買
へ
な
く
つ
て…

…

お
粥
が
啜
れ
な
く
つ
て
、
一
日
に
五

銭
の
焼
芋
で
家
内
五
人
が
凌
い
だ
と
い
ふ
話
も
あ
る
に
」
「
白
木
と
三
越
」

第
四
二
巻
、
一
九
一
二
・
五
、
六
三
～
六
四
頁
。
「
日
常
生
活
の
裡
か
ら
放

逐
さ
れ
た
『
敗
残
の
人
』
の
姿
は
み
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
い
づ
れ
の

人
の
顔
に
も
し
て
も
ど
こ
か
に
余
裕
が
見
え
た
」
「
新
公
園
の
か
は
た
れ
」

第
四
二
巻
、
一
五
一
頁
）
。 

 

ま
た
、
台
湾
有
数
の
名
家
（
林
献
堂
氏
邸
）
を
訪
問
し
て
昼
食
を
御
馳
走

に
な
っ
た
際
に
は
、
食
べ
慣
れ
な
い
料
理
の
た
め
、
「
モ
サ

く
と
口
中
に

溜
つ
て
ど
う
し
て
も
咽
喉
を
越
さ
な
い
」
「
茶
碗
の
三
分
の
一
を
済
ま
し
た

頃
は
、
他
の
婦
人
連
大
方
平
げ
盡
し
て
ゐ
た
」
（
「
台
中
ま
で
」
第
二
七
巻
、

一
九
一
一
・
二
、
一
三
二
頁
）
と
い
っ
た
、
自
ら
の
滑
稽
な
様
子
も
記
す
。

他
に
も
「
私
共
は
台
北
近
郊
の
遊
楽
地
と
し
て
、
大
俗
地
に
な
り
か
ゝ
つ
て

ゐ
る
北
投
よ
り
感
じ
の
散
漫
な
水
源
地
よ
り
、
は
た
変
化
に
乏
し
い
圓
山
公

園
よ
り
、
未
完
成
の
新
公
園
よ
り
も
、
一
番
此
処
が
好
き
で
あ
る
」
（
「
初

夏
の
苗
圃
」
第
五
五
巻
、
四
二
頁
）
と
、
自
身
の
実
感
に
基
づ
い
た
率
直
な

意
見
を
表
明
す
る
。
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
は
署
名
の
な
い
「
女
記
者
」
に

よ
る
訪
問
記
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
取
材
対
象
者
の

発
言
記
録
を
主
と
す
る
の
に
対
し
て
、
幽
閑
子
の
署
名
記
事
は
よ
り
自
由
で

主
観
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
読
者
は
幽
閑
子
の
目
に
映
っ
た
台
湾
風
景
を
知

る
だ
け
で
な
く
、
幽
閑
子
自
身
の
価
値
観
や
そ
の
変
化
を
も
認
識
し
得
る
。

た
と
え
ば
、
渡
台
後
、
台
湾
で
二
度
目
の
元
旦
を
迎
え
た
彼
女
の
記
事
に
は

「
正
月
早
々
何
だ
か
腹
が
立
つ
の
は
本
島
人
の
店
が
お
正
月
ら
し
く
し
て
ゐ

な
い
事
で
あ
る
」
（
「
台
北
の
正
月
」
第
二
六
巻
、
一
九
一
一
・
一
、
一
二

六
頁
）
と
い
っ
た
、
あ
く
ま
で
〈
内
地
〉
を
基
準
と
し
た
価
値
判
断
、
台
湾

文
化
へ
の
不
理
解
が
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
雑
誌
の
最
終
巻
（
「
つ
れ

ぐ
日
記
」
第
八
八
巻
、
一
九
一
六
・
三
）
で
は
「
お
正
月
に
池
の
睡
蓮
を

眺
め
る
の
も
南
国
ら
し
く
て
お
も
し
ろ
い
」
と
台
湾
風
景
を
楽
し
む
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
浴
泉
記
」
（
第
五
一
巻
、
一
九
一
三
・
二
）
で

は
、
温
泉
地
の
路
傍
の
「
樹
蔭
に
は
湯
川
に
ひ
た
る
男
の
裸
体
姿
が
幾
つ
も

み
ら
れ
た
」
際
、
日
本
人
三
人
の
会
話
と
し
て
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ

た
。 

 
『
ま
る
で
原
人
を
み
る
や
う
だ
。
』 

『
人
間
も
あ
ゝ
し
た
処
は
あ
ん
ま
り
奇
麗
な
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

－ 5 －
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ね
。
』 

『
日
本
人
も
生
蕃
の
こ
と
は
余
り
笑
へ
ま
せ
ん
。
』 

 
三
人
は
面
を
背
け
て
通
つ
て
行
つ
た
。
（
「
浴
泉
記
」
第
五
一
巻
、

一
九
一
三
・
二
、
八
二
頁
。
傍
線
は
下
岡
、
以
下
同
様
） 

  

こ
こ
で
は
、
被
植
民
者
（
「
生
蕃
」
）
を
鏡
と
し
て
植
民
者
で
あ
る
日
本

人
の
姿
が
省
み
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
終
巻
掲
載
「
つ
れ

ぐ
日
記
」

（
第
八
八
巻
、
一
九
一
六
・
三
）
で
は
「
内
地
人
」
が
「
薄
い
端
板
切
二
枚

を
拾
つ
て
行
か
う
と
し
た
」
「
土
人
の
辮
髪
を
掴
ん
で
曳
き
ず
つ
て
」
「
横

頬
を
厭
と
云
ふ
程
、
打
擲
し
た
」
光
景
が
語
ら
れ
、
「
胸
が
痛
く
な
つ
て
其

蹌
踉
と
し
た
哀
れ
む
べ
き
土
人
の
姿
を
正
視
す
る
に
忍
び
な
か
つ
た
」
こ
と
、

「
内
地
人
の
憤
怒
の
顔
容
を
思
ひ
浮
べ
て
何
と
云
ふ
暴
戻
さ
で
あ
ら
う
と
嘲

り
悪
ん
だ
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
内
地
人
」
の
行

為
を
「
植
民
地
の
政
策
を
妨
害
す
る
行
為
だ
と
も
思
は
せ
ら
れ
る
し
、
真
の

宗
教
心
の
な
い
危
険
な
人
間
だ
と
も
考
へ
ら
れ
」
る
と
し
、
「
弱
い
者
い
ぢ

め
は
野
蛮
時
代
の
遺
風
で
あ
る
。
こ
と
に
植
民
地
で
は
お
互
の
品
位
を
高
め

て
、
真
に
優
良
な
地
位
を
辱
し
め
ぬ
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
の
に
」

（
三
四
～
三
五
頁
）
と
批
難
し
た
。
「
土
人
」
、
或
い
は
先
の
引
用
文
中
の

「
生
蕃
」
と
い
う
用
語
に
も
明
ら
か
な
通
り
、
日
本
人
の
優
位
性
に
つ
い
て

疑
い
は
挟
ま
れ
て
い
な
い
（
す
な
わ
ち
、
今
日
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
ダ
ブ
ル

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
内
面
化
し
て
い
る
）
も
の
の
、
幽
閑
子
持
ち
前
の
観
察

眼
と
批
判
力
は
、
植
民
地
に
お
け
る
植
民
者
の
在
り
方
に
対
し
て
も
、
向
け

ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。 

 

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
〈
内
地
〉
の
著
名
な
作
家
や
知
識
人
に
よ
る
多
く

の
寄
稿
が
呼
び
物
と
し
て
ま
ず
は
目
を
引
く
媒
体
で
あ
る
。
が
、
そ
こ
で
は

台
湾
の
事
情
が
必
ず
し
も
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
な
か

で
在
台
日
本
人
女
性
で
あ
る
幽
閑
子
の
記
事
は
彼
女
自
身
の
体
験
に
基
づ
く

生
の
声
を
記
録
し
て
（
12
）

、
台
湾
発
の
女
性
雑
誌
と
し
て
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。 

  
 

 

三 

〈
内
地
〉雑
誌
に
伍
す
る『
台
湾
愛
国
婦
人
』 

  

で
は
、
な
ぜ
幽
閑
子
は
他
の
女
性
記
者
と
は
異
な
り
、
署
名
入
り
の
記
事

を
毎
号
の
よ
う
に
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

以
下
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
彼
女
が
渡
台
前
、
既
に
女
性
雑

誌
の
記
者
（
寄
稿
者
）
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
四
三
巻
（
一
九
一
二
・
六
）
に
は
「
本
誌
の

加
納
ゆ
か
し
様
と
仰
有
る
の
は
二
三
年
前
女
学
世
界
や
家
庭
雑
誌
に
書
い
て

い
ら
し
た
同
姓
同
名
の
お
方
と
は
ち
が
ひ
ま
す
か
（
東
京
の
白
露
）
」
（
一

七
四
頁
）
と
い
う
読
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
。
ま
た
、
幽
閑
子
が
『
台

湾
愛
国
婦
人
』
第
四
巻
（
一
九
〇
九
・
三
）
に
発
表
し
た
少
女
小
説
「
お
は

な
れ
の
灯
」
が
『
少
女
の
友
』
に
剽
窃
さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
も
発
生
し
て

お
り
、
そ
れ
は
読
者
に
よ
る
次
の
よ
う
な
投
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。 

 

▲
昨
年
九
月
五
日
発
行
の
少
女
の
友
に
載
つ
て
居
る
湯
原
義
子
様
の

小
説
お
離
れ
の
灯
は
一
昨
年
三
月
貴
誌
に
載
つ
て
居
た
加
納
ゆ
か
し

様
の
小
説
お
は
な
れ
の
灯
に
そ
つ
く
り
其
儘
で
す
他
人
様
の
も
の
を

窃
ん
で
我
物
顔
す
る
湯
原
と
い
ふ
方
は
何
と
い
ふ
浅
間
し
い
人
で
せ

－ 6 －
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う
（
東
京
鹿
島
初
子
）
（
「
婦
人
倶
楽
部
・
談
話
室
」
第
二
七
巻
、

一
九
一
一
・
二
、
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
） 

  

読
者
と
の
通
信
欄
に
掲
げ
ら
れ
た
右
の
投
書
に
対
し
て
、
幽
閑
子
は
「
御

深
切
に
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
私
も
知
ら
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
回
答
し
、
「
一
字
二
字
、
小
説
中
の
姓
を
変
へ
た
計
り
で
、
趣
向
も

筆
の
行
り
方
も
微
塵
違
は
ぬ
、
殊
に
題
さ
へ
も
其
儘
な
彼
作
を
ば
、
同
誌
に

於
て
拝
見
し
た
時
、
世
に
は
不
思
議
な
心
を
持
つ
た
人
も
あ
れ
ば
あ
る
も
の
、

否
、
不
思
議
な
事
が
あ
れ
ば
あ
る
も
の
と
思
ふ
と
共
に
、
麗
々
し
く
其
を
載

せ
た
人
々
の
心
持
も
計
り
兼
ね
た
事
で
あ
り
ま
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
二
ヶ
月
後
に
は
「
小
説 

お
は
な
れ
の
灯
に
就
て
」
と
題
し
た

幽
閑
子
の
文
章
が
再
び
読
者
通
信
欄
に
掲
げ
ら
れ
、
「
少
女
の
友
編
輯
主
任

星
野
水
裏
先
生
に
御
答
へ
致
し
ま
す
」
「
今
回
は
拙
稿
お
は
な
れ
の
灯
に
つ

き
わ
ざ

く
長
文
の
御
手
紙
を
頂
き
ま
し
て
難
有
御
礼
申
上
ま
す
」
と
し
た

上
で
次
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
た
。 

 

 

な
る
ほ
ど
堂
々
た
る
少
女
の
友
の
記
者
先
生
が
台
湾
の
田
舎
か
ら

出
る
微
々
た
る
本
誌
如
き
を
一
一
お
目
通
し
遊
ば
さ
ぬ
は
御
尤
も
の

こ
と
で
す
し
よ
し
御
覧
に
な
つ
た
と
し
て
も
剽
窃
と
知
り
乍
ら
御
載

せ
に
な
る
道
理
も
な
し
致
し
ま
す
か
ら
、
本
誌
第
二
七
巻
に
掲
載
し

ま
し
た
文
が
御
気
に
障
り
ま
し
た
ら
ば
御
ゆ
る
し
を
願
ひ
ま
す
。
但

し
、
茲
に
一
言
お
断
り
致
し
て
置
き
ま
す
が
、
「
そ
を
の
せ
た
人
の

心
持
も
計
り
か
ね
た
こ
と
で
し
た
」
と
申
す
の
は
、
「
そ
を
の
せ
た

人
の
御
心
持
は
ど
う
あ
ら
う
か
」
と
自
ら
疑
つ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

「
少
女
の
友
記
者
の
心
中
如
何
」
と
詰
問
し
た
の
と
は
聊
か
意
味
が

ち
が
ひ
ま
す
。
随
つ
て
、
相
当
の
考
を
述
よ
と
仰
ら
れ
ま
し
て
も
、

こ
れ
は
応
ず
べ
き
筋
で
あ
る
ま
い
か
と
存
ま
す
が
如
何
で
御
座
い
ま

せ
う
。
（
幽
閑
子
）
（
「
倶
楽
部
・
談
話
室
」
第
二
九
巻
、
一
九
一

一
・
四
、
一
四
四
頁
） 

  

「
堂
々
た
る
少
女
の
友
の
記
者
先
生
」
「
台
湾
の
田
舎
か
ら
出
る
微
々
た

る
本
誌
如
き
」
と
皮
肉
を
込
め
た
文
章
を
誌
面
で
公
に
し
、
幽
閑
子
は
『
少

女
の
友
』
初
代
主
筆
の
星
野
水
裏
に
応
酬
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
幽
閑
子
の

「
お
は
な
れ
の
灯
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
四
巻
は
未
発
見

の
た
め
、
剽
窃
の
具
体
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
が
、
『
少
女
の
友
』

に
は
確
か
に
該
当
す
る
小
説
の
掲
載
が
確
認
さ
れ
る
上
、
星
野
水
裏
自
身
が

弁
明
（
反
駁
）
の
書
簡
を
台
湾
在
住
の
幽
閑
子
へ
出
し
て
い
る
と
い
う
経
緯

か
ら
も
、
盗
用
は
ま
ず
間
違
い
の
な
い
事
実
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ち
な
み
に

『
少
女
の
友
』
掲
載
の
「
お
離
れ
の
灯
」
は
婚
家
か
ら
戻
さ
れ
て
、
離
れ
の

間
で
肺
病
に
伏
せ
て
い
た
姉
の
短
刀
自
殺
を
幼
い
妹
の
立
場
か
ら
語
っ
た
も

の
で
あ
る
。
肺
病
・
出
戻
り
・
継
子
・
「
片
輪
」
・
「
不
具
」
と
い
っ
た
同

時
代
に
お
け
る
典
型
的
な
不
幸
の
形
象
を
姉
の
一
身
に
担
わ
せ
て
い
る
点
は

や
や
過
剰
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
少
女
小
説
と
し
て
は
そ
つ
の
な
い
構
成

と
内
容
と
言
え
る
。
先
に
確
認
し
た
幽
閑
子
の
創
作
と
も
一
脈
通
じ
る
女
性

の
「
不
幸
物
語
」
で
あ
り
、
こ
の
剽
窃
事
件
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
創
作
が
同

時
代
の
〈
内
地
〉
の
一
流
商
業
雑
誌
に
も
掲
載
さ
れ
う
る
よ
う
な
水
準
に
あ

っ
た
こ
と
が
逆
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
幽
閑
子
が
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
記
者
と
し
て
活
躍
の
場
を
得

－ 7 －
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た
第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
同
誌
編
集
主
任
・
加
納
豊
（
一
八
八
五―

一
九

三
二
）
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
幽
閑
子
と
豊
は
兵
庫
県
・
柏
原
出
身
の
同

郷
で
あ
る
（
夫
妻
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
確
証
は
得
て
い
な
い
）
。
二

人
は
台
湾
へ
渡
る
直
前
ま
で
『
家
庭
雑
誌
』
（
主
幹
・
和
田
勝
彌
、
家
庭
雑

誌
社
。
一
九
〇
八
年
五
月
創
刊
）
に
お
い
て
共
に
寄
稿
・
編
集
を
行
っ
て
い

た
。
一
九
〇
九
年
一
月
中
に
二
人
は
台
湾
へ
渡
り
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の

実
務
に
就
い
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
（

13
）

。
す
な
わ
ち
、
二
人
の
雑
誌
編
集

上
の
〈
協
同
〉
の
働
き
は
〈
外
地
〉
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
誌
上
に
は
次
の
よ
う
な
編
集
部
に
よ
る

〈
内
地
〉
雑
誌
へ
の
批
評
も
見
ら
れ
る
。 

 

〇
九
月
の
婦
人
雑
誌
合
評 

（
海
の
人
）
一
ツ
手
元
に
あ
る
分
か
ら
願
ひ
ま
せ
う
。
婦
人
画
報

．
．
．
．
で

す
か
な
。 

（
川
の
人
）
賑
か
な
表
紙
で
す
ね
え
。 

（
野
の
人
）
其
れ
を
よ
び
も
の
と
し
て
居
る
丈
け
に
表
紙
に
も
写
真

版
に
も
金
の
か
ゝ
つ
て
居
る
こ
と
恐
ら
く
此
の
雑
誌
に
越
す
も
の
は

あ
り
ま
す
ま
い
。 

（
山
の
人
）
其
の
か
は
り
議
事
に
は
こ
れ
ぞ
と
実
の
あ
る
も
の
も
無

い
や
う
で
す
ね
。 

（
川
の
人
）
一
口
に
云
へ
ば
覇
気
の
な
い
平
凡
な
、
そ
し
て
上
品
な

雑
誌
で
す
よ
。 

（
海
の
人
）
で
も
こ
れ
丈
け
写
真
を
集
め
た
労
苦
は
買
つ
て
や
ら
ね

ば
な
り
ま
す
ま
い
。 

（
野
の
人
）
そ
れ
に
扇
子
の
こ
し
ら
へ
方
を
写
真
版
で
示
し
一
寸
し

た
説
明
書
き
を
添
へ
た
の
な
ど
は
面
白
い
と
思
ひ
ま
す
。 

（
海
の
人
）
お
次
ぎ
婦
女
界

．
．
．
で
は
、 

（
山
の
人
）

〇

〇

〇

み
だ
し
の
所
、
大
口
鯛
二
先
生
の
お
習
字
、
読
者
の
読

者
欄
な
ど
に
限
り
な
き
厭
味
を
認
め
ま
す
。 

（
海
の
人
）
こ
れ
も
売
る
手
段
と
し
て
は
仕
方
な
い
で
せ
う
。 

（
野
の
人
）
内
容
は
豊
富
で
す
ね
。
そ
し
て
婦
人
．
．
の．
友．
の
や
う
に
家

庭
に
の
み
偏
ら
ず
、
さ
り
と
て
女
子
文
壇

．
．
．
．
や
女
学
界

．
．
．
の
や
う
に
甘
い

軽
い
文
字
を
連
ね
て
或
る
意
味
の
文
学
好
き
を
釣
る
雑
誌
の
や
う
で

も
な
し
、
大
分
編
輯
者
の
苦
心
が
認
め
ら
れ
ま
す
。 

（
川
の
人
）
さ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
か
は
り
に
其
れ
だ
け
又

こ
の
雑
誌
よ
り
う
け
る
印
象
は
少
い
か
と
お
も
は
れ
ま
す
。 

（
山
の
人
）
つ
ま
り
特
長
が
な
い
ん
だ
ね
。
（
後
略
）
（
圏
点
原
文
。

第
三
五
巻
、
一
九
一
一
・
一
〇
、
一
四
七
頁
） 

  

海
川
野
山
の
四
人
（
同
誌
編
集
部
の
人
員
を
見
る
限
り
、
海
川
野
山
の
内

の
二
人
は
幽
閑
子
と
豊
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
（

14
）

）
は
各
雑
誌
の
印
象
を

極
め
て
辛
辣
な
か
た
ち
で
語
っ
て
い
る
。
〈
外
地
〉
の
一
女
性
団
体
機
関
誌

で
あ
る
は
ず
の
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
が
〈
内
地
〉
の
商
業
女
性
雑
誌
を
俎
上

に
載
せ
て
こ
の
よ
う
な
評
価
を
公
に
す
る
と
い
う
行
為
は
、
一
般
に
考
え
ら

れ
る
雑
誌
の
性
格
や
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
覆
す
か
の
よ
う
な
挑
戦
的
行
為
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
第
二
六
巻
（
一
九
一
一

・
一
）
か
ら
与
謝
野
晶
子
の
作
品
を
掲
載
し
始
め
、
そ
の
後
も
彼
女
と
夫
・

寛
の
寄
稿
を
常
態
と
す
る
な
ど
、
〈
内
地
〉
の
著
名
作
家
、
知
識
人
の
寄
稿

－ 8 －
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を
毎
巻
採
用
し
て
、
商
業
雑
誌
に
何
ら
遜
色
の
な
い
充
実
し
た
誌
面
を
実
現

し
つ
つ
あ
っ
た
（

15
）

。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部

の
後
ろ
盾
で
あ
る
台
湾
総
督
府
の
潤
沢
な
資
金
力
に
他
な
ら
ず
、
幽
閑
子
も

豊
も
そ
の
資
金
力
に
よ
っ
て
雇
わ
れ
た
身
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
〈
内
地
〉

で
一
通
り
の
雑
誌
編
集
実
務
に
通
じ
て
お
り
、
〈
内
地
〉
の
雑
誌
に
伍
す
る

意
識
や
、
自
ら
文
芸
創
作
を
も
な
し
得
る
筆
力
を
持
し
て
い
た
幽
閑
子
や
豊

の
よ
う
な
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
〈
内
地
〉
雑
誌
に

も
決
し
て
見
劣
り
し
な
い
媒
体
と
し
て
編
ま
れ
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
16
）
。 

 

同
誌
は
日
本
統
治
初
期
台
湾
に
お
け
る
最
大
の
懸
案
事
業
「
山
地
討
伐
（
理

蕃
）
」
の
後
方
支
援
を
女
性
に
促
す
官
製
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
誌
で
あ
る
と
と
も

に
、
〈
内
地
〉
の
著
名
な
作
家
、
知
識
人
た
ち
の
原
稿
を
常
時
掲
載
す
る
文

芸
総
合
雑
誌
の
貌
を
も
持
ち
、
さ
ら
に
は
、
在
台
日
本
人
に
よ
る
寄
稿
の
場
、

す
な
わ
ち
〈
外
地
〉
の
「
文
化
的

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ヤ

基

盤
」
（
日
比
嘉
高
（

17
）

）
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
幽
閑
子
は
そ
う
し
た
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
複
合
的
な

性
格
の
い
ず
れ
に
も
関
わ
る
記
者
で
あ
っ
た
（
18
）

。 

  
 
 

四 

再
び〈
内
地
〉へ 

 
 

 
 

 
 

 
―

『
婦
人
世
界
』『
我
か
家
』『
家
の
光
』への
寄
稿 

  

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
終
刊
（
一
九
一
六
・
三
）
後
、
幽
閑
子
は
一
九
一
八

年
一
月
か
ら
『
婦
人
世
界
』
『
我
か
家
』
へ
の
寄
稿
を
開
始
し
て
お
り
、
〈
内

地
〉
へ
再
び
戻
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
女
が
『
婦
人
世
界
』
に
寄
せ

た
原
稿
の
多
く
は
、
女
性
の
服
飾
か
ら
住
宅
の
間
取
り
の
提
案
ま
で
に
わ
た

る
実
用
記
事
で
あ
っ
た
（
「
盛
装
と
半
襟
」
第
一
三
巻
第
一
号
、
一
九
一
八

・
一
、
「
春
の
髪
飾
と
草
履
」
第
一
三
巻
第
五
号
、
一
九
一
八
・
五
、
「
便

利
な
台
所
と
浴
室
」
第
一
五
巻
第
五
号
、
一
九
二
〇
・
五
、
「
井
上
邸
の
お

台
所
」
第
一
五
巻
第
六
号
、
一
九
二
〇
・
六
な
ど
）
。
そ
う
し
た
な
か
で
異

色
な
の
は
、
「
船
の
中
で
お
産
を
し
た
婦
人
」
（
第
一
四
巻
第
一
号
、
一
九

一
九
・
一
）
と
い
う
、
台
湾
行
き
の
船
内
で
の
体
験
を
語
っ
た
記
事
で
あ
る
。

航
海
中
の
船
内
で
三
等
客
が
女
児
を
無
事
出
産
し
、
皆
が
そ
れ
を
祝
う
話
で

あ
る
が
、
「
船
の
中
で
懇
意
に
な
つ
た
台
北
の
紙
商
の
細
君
」
は
、
そ
の
半

年
後
に
「
良
人
と
三
四
人
の
愛
児
を
残
し
て
お
い
て
短
刀
で
自
殺
」
（
一
〇

八
頁
）
し
た
と
い
う
。
女
性
の
短
刀
自
殺
は
少
女
小
説
「
お
は
な
れ
の
灯
」

で
も
描
か
れ
て
い
た
設
定
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
事
実
に
基
づ
く
の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
生
と
死
が
隣
り
合
わ
せ
の
我
々
の
日
常
、
人
の
生
死
の
わ
か
ら

な
さ
を
読
者
に
感
じ
さ
せ
る
。
幽
閑
子
の
渡
台
経
験
が
生
か
さ
れ
た
文
章
で

あ
る
。 

 

『
婦
人
世
界
』
で
は
そ
の
他
、
「
復
活
」
（
第
一
四
巻
第
二
号
、
一
九
一

九
・
二
）
、
「
源
氏
物
語
」
（
第
一
四
巻
第
三
～
七
号
、
一
九
一
九
・
三
～

七
）
、
「
に
ご
り
え
」
（
第
一
四
巻
第
九
号
、
一
九
一
九
・
八
）
、
「
人
形

の
家
」
（
第
一
四
巻
第
一
四
号
、
一
九
一
九
・
一
二
）
な
ど
の
内
外
の
文
学

作
品
（
梗
概
）
の
紹
介
も
行
い
、
そ
れ
ら
は
幽
閑
子
の
単
著
『
名
作
物
語
』

（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
二
〇
・
一
二
）
に
収
め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
た
。
以

上
が
、
『
婦
人
世
界
』
＝
実
業
之
日
本
社
で
の
約
三
年
間
に
わ
た
る
幽
閑
子

の
働
き
で
あ
る
。 

 

一
方
、
『
婦
人
世
界
』
と
同
時
に
開
始
さ
れ
た
『
我
か
家
』
へ
の
寄
稿
は

一
九
一
八
年
一
月
か
ら
一
九
三
〇
年
三
月
ま
で
足
か
け
一
三
年
続
い
た
。
一

般
商
業
雑
誌
『
婦
人
世
界
』
（
一
九
〇
六
年
一
月
創
刊
）
と
は
異
な
り
、
『
我
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か
家
』
は
一
九
一
七
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
機
関
誌
で

あ
る
（

19
）

。
同
誌
の
表
紙
裏
に
は
「
初
め
て
の
方
へ
」
と
の
案
内
書
き
が
あ

り
、
雑
誌
の
刊
行
目
的
に
つ
い
て
「
日
本
の
将
来
を
考
へ
る
と
、
在
郷
軍
人

の
任
務
は
誠
に
重
い
。
が
在
郷
軍
人
に
充
分
そ
の
任
務
を
尽
く
さ
せ
る
に
は
、

た
ゞ
当
人
だ
け
で
な
く
是
非
と
も
併
せ
て
そ
の
家
族
を
も
導
く
こ
と
が
肝
腎

で
あ
る―

こ
れ
が
第
一
、
然
し
在
郷
軍
人
の
家
族
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、

一
般
の
家
庭
に
於
て
も
亦
大
切
な
事
で
す
か
ら
、
併
せ
て
一
般
家
庭
も
浮
華

や
贅
沢
や
虚
栄
に
流
れ
ず
、
ど
こ
迄
も
質
素
勤
勉
堅
実
な
純
日
本
式
の
家
庭

で
あ
る
や
う
に
と
い
ふ
の
が
、
即
ち
本
誌
発
行
の
趣
旨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

如
上
の
趣
旨
に
沿
う
か
た
ち
で
、
幽
閑
子
は
孝
心
の
厚
い
人
物
、
誠
実
勤

勉
な
人
物
、
犠
牲
的
精
神
に
富
ん
だ
人
物
な
ど
、
道
徳
上
の
模
範
と
さ
れ
る

人
物
の
逸
話
を
ほ
ぼ
毎
号
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。
語
ら
れ
る
対
象
は
弟
を
助

け
よ
う
と
し
て
溺
れ
死
ん
だ
七
歳
の
少
年
（
「
折
れ
た
幼
い
芽
」
第
一
七
号
、

一
九
一
八
・
七
）
か
ら
、
母
一
人
子
一
人
の
家
庭
で
入
営
す
る
息
子
が
あ
と

を
心
配
す
る
の
を
逆
に
諫
め
る
六
三
歳
の
母
（
「
茶
の
花
の
や
う
に
（
二
）
」

第
一
〇
〇
号
、
一
九
二
五
・
六
）
に
至
る
ま
で
、
老
若
男
女
様
々
で
あ
る
が
、

貧
し
い
家
庭
の
話
が
圧
倒
的
に
多
い
。
い
ず
れ
も
実
在
の
人
物
と
し
て
所
在

地
や
本
名
が
明
示
さ
れ
、
本
人
写
真
の
掲
載
を
伴
う
場
合
も
見
ら
れ
る
。
幽

閑
子
の
記
事
は
編
年
体
の
評
伝
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
出
来
事
の
順
序
を
自

在
に
入
れ
替
え
、
小
説
の
よ
う
な
描
写
を
伴
っ
て
人
物
の
行
状
を
分
か
り
や

す
く
再
現
す
る
。
こ
れ
は
小
説
も
書
き
う
る
力
量
を
持
つ
幽
閑
子
だ
か
ら
こ

そ
可
能
な
方
法
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
各
記
事
で
語
ら
れ
る
人
物
は
全
国
各

地
に
渡
っ
て
お
り
、
在
郷
軍
人
会
各
支
部
か
ら
届
け
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、

幽
閑
子
が
再
話
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
20
）

。 

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
も
見
ら
れ
た
幽
閑
子
の
辛
口
批
評
は
こ
こ
で
も
健

在
で
あ
る
（
「
浮
薄
で
我
欲
で
辛
抱
気
が
な
く
て
屁
理
屈
ば
か
り
い
ひ
た
が

る
不
孝
不
忠
な
や
く
ざ
青
年
が
ふ
え
て
ゆ
く
今
の
濁
つ
た
世
」
「
賴
母
し
き

若
木
」
第
三
四
号
、
一
九
一
九
・
一
二
、
二
二
頁
。
「
他
人
の
事
と
な
れ
ば

頭
痛
の
種
に
す
る
癖
に
、
御
自
分
の
歪
ん
で
い
び
つ
な
根
性
を
反
省
の
鏡
に

映
し
て
み
る
事
は
愚
か
、
わ
が
お
出
額
の
鍋
炭
に
は
お
気
が
つ
か
れ
な
い
婦

人
の
多
い
中
」
「
独
楽
の
心
棒
」
第
三
六
号
、
一
九
二
〇
・
二
、
一
四
頁
。

「
表
面
の
お
洒
落
ば
か
り
に
浮
身
を
や
つ
し
て
、
肝
心
の
内
部
の
汚
さ
は
鏡

に
映
し
て
み
様
と
も
せ
ぬ
模
造
処
女
や
鍍
金
娘
さ
ん
の
多
い
中
」
「
真
玉
の

や
う
に
」
第
六
七
号
、
一
四
頁
）
。 

 

幽
閑
子
は
「
烈
婦
」
「
賢
母
」
「
節
婦
」
「
貞
婦
」
の
語
を
用
い
て
そ
の

実
例
を
紹
介
し
、
女
性
に
内
助
の
功
か
ら
社
会
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
ま

で
を
説
く
（
「
人
に
尊
敬
さ
れ
、
愛
さ
れ
乍
ら
一
つ
の
事
業
を
や
り
と
げ
た

夫
の
蔭
に
は
、
必
ず
夫
に
劣
ら
ぬ
丈
け
の
立
派
な
妻
が
か
く
れ
て
居
る
」「
仰

が
ば
や
巌
頭
の
松
」
第
二
二
号
、
一
三
頁
。
「
こ
の
世
の
中
に
は
男
子
の
手

で
な
く
て
は
出
来
ぬ
事
業
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
又
女
の
手
を
待
つ
て
ゐ

る
仕
事
、
や
さ
し
い
女
性
の
心
で
な
け
れ
ば
尽
さ
れ
ぬ
（…

）
仕
事
も
中
々

多
い
の
で
す
」
「
愛
国
の
女
性
」
第
五
一
号
、
一
九
二
一
・
五
、
一
七
頁
。

「
善
い
こ
と
は
百
も
承
知
し
て
ゐ
て
も
、
婦
人
は
こ
と
に
因
襲
や
周
囲
の
お

も
は
く
に
囚
は
れ
が
ち
で
、
人
と
違
つ
た
こ
と
を
す
ゝ
ん
で
す
る
勇
気
に
か

け
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
は
ひ
き
よ
う
な
こ
と
で
す
」
「
四
十
四
の
手
習
ひ
」

第
一
〇
六
号
、
一
九
二
五
・
一
二
、
五
頁
）
。
先
の
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
で

の
執
筆
内
容
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
、
質
実
を
旨
と
す
る
幽
閑
子
の
価
値
観

は
、
『
我
か
家
』
に
お
い
て
一
層
顕
著
な
か
た
ち
で
「
浮
華
や
贅
沢
や
虚
栄
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に
流
れ
ず
、
ど
こ
迄
も
質
素
勤
勉
堅
実
な
」
家
庭
や
人
物
を
紹
介
す
る
に
至

っ
て
い
る
。 

『
婦
人
世
界
』
か
ら
離
れ
た
一
九
二
一
年
以
降
に
は
、
『
我
か
家
』
へ
「
実

話
」
の
み
な
ら
ず
、
「
絵
噺
」
（
絵
付
き
物
語
と
し
て
示
し
た
訓
話
）
も
寄

稿
し
【
図
１
】
、
翌
年
に
は
我
か
家
叢
書
の
一
つ
と
し
て
編
著
『
我
か
家
の

料
理
』
（
帝
国
在
郷
軍
人
会
本
部
、
一
九
二
二
・
一
一
）
も
刊
行
し
た
（

21
）

。

ま
た
、
一
九
二
五
年
一
二
月
一
三
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
第
一
一
面

「
婦
人
班
の
打
合
会
」
の
記
事
に
は
参
加
者
と
し
て
「
帝
国
在
郷
軍
人
会 

加

納
幽
閑
子
」
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
同
会
の
代
表
的
な
役
割
を
幽
閑
子
が

担
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。 

『
我
か
家
』
か
ら
退
い
た
翌
年
の
一
九
三
一
年
、
幽
閑
子
は
新
た
に
『
家

の
光
』
へ
の
寄
稿
を
開
始
し
た
。
『
家
の
光
』
は
一
九
二
五
年
五
月
、
産
業

組
合
中
央
会
に
よ
り
、
産
業
組
合
法
発
布
二
五
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
創
刊
さ
れ
た
。
刊
行
の
趣
旨
は
「
農
業
者
の
協
同
組
織
で
あ
る
産
業
組
合

の
組
合
員
に
、
協
同
組
合
の
精
神
の
理
解
を
深
め
、
あ
わ
せ
て
農
家
の
老
若

男
女
の
教
養
を
高
め
て
、
農
村
文
化
の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
健
全
な

娯
楽
を
提
供
す
る
こ
と
」
（
22
）

で
あ
っ
た
。
幽
閑
子
の
最
初
の
『
家
の
光
』

寄
稿
記
事
「
日
本
名
婦
物
語
」
（
第
七
巻
第
三
号
、
一
九
三
一
・
二
）
は
巻

頭
カ
ラ
ー
絵
入
り
の
掲
載
で
あ
る
【
図
２
】
。
偉
業
を
達
成
し
た
五
人
の
女

性
（
松
尾
多
勢
子
、
乃
木
大
将
夫
人
、
和
宮
、
矢
島
楫
子
、
奥
村
五
百
子
）

の
人
生
の
一
場
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
人
に
つ
き
丸
一
頁
か
ら
見
開
き
二

頁
を
使
用
す
る
か
た
ち
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
た
女
性
の
う

ち
、
言
う
ま
で
も
な
く
奥
村
五
百
子
は
愛
国
婦
人
会
の
発
起
人
で
あ
り
、
矢

島
楫
子
も
愛
国
婦
人
会
の
評
議
員
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
幽
閑
子
に
は
「
乃
木

大
将
母
堂
の
御
墓
に
詣
づ
る
記
」
（
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
三
〇
巻
、
一
九

一
一
・
五
）
の
執
筆
経
験
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
女
性
た

【図1】『我か家』第157号 
（1930年3月）架蔵  

【図2】『家の光』第7巻第3号 
（1931年2月）架蔵  
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ち
は
一
般
に
知
名
の
人
物
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
幽
閑
子
の
『
台
湾
愛
国
婦

人
』
記
者
時
代
の
経
験
か
ら
、
十
分
に
認
識
し
得
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。 

そ
の
後
も
一
九
三
五
年
ま
で
、
幽
閑
子
は
実
在
人
物
（
主
に
女
性
）
の
偉

業
や
孝
行
を
紹
介
す
る
修
養
記
事
を
同
誌
に
寄
稿
し
た
。
戦
前
の
『
家
の
光
』

を
内
容
か
ら
三
期
に
分
け
た
板
垣
邦
子
の
区
分
に
従
え
ば
、
幽
閑
子
の
寄
稿

は
第
二
期
「
家
と
村
の
更
生
」
期
（
一
九
三
〇
年
一
月
～
三
七
年
八
月
）
、

す
な
わ
ち
「
産
業
組
合
の
み
な
ら
ず
、
農
林
当
局
や
農
会
も
し
き
り
に
「
婦

人
の
覚
醒
」
を
促
し
て
い
た
」
（

23
）

時
期
に
あ
た
る
。
そ
う
し
た
「
婦
人
の

覚
醒
」
に
資
す
る
記
事
の
担
い
手
と
し
て
、
既
に
『
我
か
家
』
で
の
修
養
記

事
執
筆
一
三
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
幽
閑
子
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
よ
う
。 

幽
閑
子
の
最
初
の
寄
稿
の
前
月
（
一
九
三
一
年
一
月
）
に
印
刷
部
数
一
〇

万
部
を
突
破
し
た
『
家
の
光
』
は
、
一
九
三
五
年
七
月
号
に
お
い
て
百
万
部

普
及
を
達
成
し
た
。
そ
こ
で
、
編
集
責
任
者
・
有
元
英
夫
の
「
大
編
集
部
構

想
」
に
基
づ
き
、
「
こ
れ
ま
で
編
集
の
嘱
託
で
あ
っ
た
加
納
幽
閑
子
」
は
「
正

職
員
」
と
し
て
新
た
に
登
用
さ
れ
た
と
い
う
（

24
）

。
文
芸
家
協
会
編
『
文
芸

年
鑑 

一
九
三
七
年
版
』
（
第
一
書
房
、
一
九
三
七
・
四
、
二
一
五
頁
）
の

『
家
の
光
』
編
集
者
欄
に
も
「
加
納
幽
閑
子
」
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
「
正

職
員
」
と
し
て
編
集
部
の
裏
方
と
な
っ
た
こ
と
で
、
逆
に
幽
閑
子
の
署
名
入

り
記
事
は
一
九
三
五
年
一
月
号
を
最
後
に
誌
面
か
ら
消
え
た
。 

  
 
 

お
わ
り
に 

  

 

以
上
の
よ
う
に
、
細
か
な
履
歴
に
つ
い
て
は
未
詳
の
点
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
加
納
幽
閑
子
は
〈
外
地
〉
と
〈
内
地
〉
を
行
き
来
し
た
上
、

文
字
通
り
媒
体
を
渡
り
歩
い
て
、
少
な
く
と
も
三
〇
年
に
わ
た
る
執
筆
活
動

を
行
っ
た
。
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
お
け
る
幽
閑
子
の
働
き
は
、
最
終
巻
を

除
け
ば
刊
行
半
ば
の
第
五
六
巻
（
一
九
一
三
・
七
）
ま
で
と
は
い
え
、
同
誌

の
複
合
的
な
性
格
（
台
湾
総
督
府
の
政
策
施
行
上
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
文
芸

総
合
雑
誌
・
台
湾
在
住
日
本
人
の
「
文
化
的
基
盤
」
）
の
い
ず
れ
に
も
関
わ

る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
〈
内
地
〉
に
戻
っ
て
か
ら
も

幽
閑
子
は
各
雑
誌
の
趣
旨
に
合
わ
せ
た
記
事
を
執
筆
し
続
け
、
少
な
か
ら
ぬ

部
数
を
誇
る
媒
体
（
『
婦
人
世
界
』
『
我
か
家
』
『
家
の
光
』
）
に
採
用
さ

れ
た
。
な
か
で
も
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
同
様
に
、
女
性
・
家
庭
へ
向
け
て
国

家
体
制
へ
の
理
解
と
協
力
を
促
す
媒
体
『
我
か
家
』
（
帝
国
在
郷
軍
人
会
）

に
お
い
て
幽
閑
子
が
長
年
重
用
さ
れ
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ

う
。 

 

幽
閑
子
の
執
筆
内
容
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
文
芸
創
作
か
ら
修
養
記

事
（
実
話
）
へ
と
重
点
が
移
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
由
で
開
明
的
な
近
代

市
民
女
性
像
と
い
う
よ
り
、
儒
教
主
義
的
自
己
犠
牲
心
に
基
づ
き
、
夫
、
村
、

地
域
、
ひ
い
て
は
日
本
社
会
、
国
家
へ
奉
仕
す
る
行
動
を
行
う
女
性
を
描
く

こ
と
が
主
と
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
女
の
書
く
も
の
が
ニ
ー
ズ
を
失
う
こ
と
が

な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
明
治
四
〇
年
代
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
確
立
さ
れ

た
家
族
国
家
観
を
礎
と
し
、
第
一
世
界
大
戦
後
に
は
「
文
部
省
や
軍
部
も
女

性
の
銃
後
活
動
に
大
き
な
関
心
を
払
」
い
、
「
女
性
の
秘
め
ら
れ
た
能
力
を

あ
ら
か
じ
め
掘
り
起
こ
し
て
お
く
こ
と
こ
そ
が
国
家
に
と
っ
て
緊
要
事
で
あ

る
と
、
確
信
さ
れ
て
い
た
」
（
小
山
静
子
（

25
）

）
言
説
の
量
産
さ
れ
て
い
く

－ 12 －



- 13 - 
 

〈
帝
国
〉
日
本
の
動
き
と
足
並
み
を
揃
え
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
と
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
幽
閑
子
は
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
記
者
経
験
か
ら
、
「
山

地
討
伐
（
理
蕃
）
」
へ
の
支
援
と
い
う
「
女
性
の
銃
後
活
動
」
の
実
際
に
つ

い
て
も
、
十
二
分
に
知
り
得
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。 

本
稿
は
〈
外
地
〉
初
の
女
性
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
運
営
を
支
え
た

一
女
性
記
者
の
足
跡
を
そ
の
前
後
も
含
め
て
可
能
な
限
り
で
追
っ
た
も
の
で

あ
る
。
不
明
の
ま
ま
の
幽
閑
子
の
学
歴
、
彼
女
の
思
想
の
背
景
な
ど
に
つ
い

て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
調
査
・
研
究
を
期
し
た
い
（
26
）

。 

   
 
 

注 

 

文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
原
則
省
略
し
た
。 

（
１
）
創
刊
号
は
未
発
見
の
た
め
、
大
島
・
高
山
の
言
に
つ
い
て
は
、
大
橋
捨

三
郎
『
愛
国
婦
人
会
台
湾
本
部
沿
革
誌
』
（
愛
国
婦
人
会
台
湾
本
部
、

一
九
四
二
・
二
）
一
四
六
～
一
四
七
頁
よ
り
引
用
。
『
台
湾
愛
国
婦
人 

』

の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
性
格

―

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て
近
代
文
学
発
生
の
場
と
し
て―

」
（
『
県

立
広
島
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
一
〇
・
二
）
、
上

田
正
行
「
「
台
湾
愛
国
婦
人
」
と
い
う
雑
誌
の
意
義
」
（
『
『
台
湾
愛

国
婦
人
』
の
研
究 

本
文
翻
刻
篇
』
國
學
院
大
學
、
二
〇
一
四
・
二
）

参
照
。 

（
２
）
最
新
の
各
巻
所
蔵
先
に
つ
い
て
は
「
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
所
蔵
一
覧
表 

」

（
下
岡
友
加
・
柳
瀬
善
治
編
『
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
研
究
論
集―

〈
帝

国
〉
日
本
・
女
性
・
メ
デ
ィ
ア―

』
広
島
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
・

三
）
一
〇
～
一
一
頁
参
照
。 

（
３
）
名
簿
上
の
表
記
は
「
加
納
ユ
カ
シ
」
。
大
橋
捨
三
郎
『
愛
国
婦
人
会
台

湾
本
部
沿
革
誌
』
（
愛
国
婦
人
会
台
湾
本
部
、
一
九
四
二
・
二
）
七
三

一
頁
参
照
。 

（
４
）
竹
内
脩
氏
は
丹
波
市
文
化
財
研
究
会
会
長
、
柏
原
歴
史
の
会
会
長
。
篠

川
直
編
『
柏
原
織
田
家
家
臣
系
譜
』
（
岡
林
梅
次
郎
発
行
（
非
売
品
） 

、

一
八
九
一
・
一
〇
）
九
六
頁
に
基
づ
く
教
示
。
加
納
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
明
顕
寺
（
柏
原
町
）
に
幽
閑
子
の
墓
や
過
去
帳
記
載
は
な
い
。
菩
提

寺
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
西
楽
寺
（
柏
原
町
）
・
滝
川
秀
行
住
職
、
西

念
寺
（
丹
波
市
氷
上
町
）
・
亀
山
住
職
の
教
示
に
拠
る
。
墓
所
と
過
去

帳
記
載
に
つ
い
て
は
、
明
顕
寺
・
廣
崎
秀
行
住
職
、
廣
崎
香
氏
、
廣
崎

玉
江
氏
に
よ
る
教
示
を
受
け
た
。 

（
５
）
藤
本
恵
「
〈
婦
人
記
者
〉
の
仕
事
と
賃
金
」
（
浅
井
清
・
市
古
夏
生
監

修
、
作
家
の
原
稿
料
刊
行
会
編
著
『
作
家
の
原
稿
料
』
八
木
書
店
、
二

〇
一
五
・
二
）
五
一
頁
。
藤
本
は
明
治
二
三
年
に
登
場
し
た
女
性
記
者

た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
昭
和
初
期
ま
で
の
状
況
を
調
査
し
、
彼
女
た
ち

の
多
く
が
ご
く
短
期
間
で
記
者
を
辞
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な

お
、
在
台
日
本
人
女
性
記
者
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
宮
崎
聖
子

「
女
性
植
民
者
と
帝
国
の
「
知
」―

台
湾
に
お
け
る
田
中
き
わ
の―

」

（
松
田
利
彦
編
『
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』
思
文
閣
出

版
、
二
〇
一
九
・
二
）
が
あ
る
。
一
八
九
一
年
生
ま
れ
の
女
性
記
者
に

関
す
る
事
例
で
あ
り
、
主
に
加
納
幽
閑
子
よ
り
も
後
（
一
九
三
〇
年
代 

）

の
台
湾
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

－ 13 －
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（
６
）
菅
聡
子
『
〈
少
女
小
説
〉
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド―

明
治
か
ら
平
成
ま
で
』

（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
・
七
）
は
「
教
訓
物
語
の
代
表
は
「
少
女

不
幸
物
語
」
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
か
わ
い
そ
う
な

少
女
が
実
母
と
別
れ
て
さ
ん
ざ
ん
苦
労
す
る
お
話
。
母
や
家
か
ら
離

れ
る
と
、
こ
ん
な
に
大
変
な
ん
だ
ぞ
、
と
読
者
を
お
ど
し
、
普
通
の

家
庭
生
活
に
感
謝
さ
せ
、
そ
の
大
切
さ
を
教
え
る
効
果
が
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
」
（
九
頁
）
と
説
明
す
る
。
高
橋
重
美
「
花
々
の

闘
う
時
間―

近
代
少
女
表
象
形
成
に
お
け
る
『
花
物
語
』
変
容
の
位

置
と
意
義―

」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
九
集
、
二
〇
〇
八
・
一

一
）
は
「
最
初
期
の
儒
教
的
婦
徳
に
頼
っ
た
訓
話
や
教
訓
譚
は
と
も

か
く
、
曲
り
な
り
に
も
近
代
小
説
的
手
法
で
少
女
小
説
を
語
り
始
め

た
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
作
品
群
が
、
打
ち
続
く
不
幸
に
為

す
術
も
無
く
翻
弄
さ
れ
る
主
人
公
を
量
産
し
た
の
は
、
受
動
性
を
求

め
る
当
時
の
少
女
規
範
が
、
行
動
の
再
現
を
基
本
と
す
る
物
語
の
言

語
形
態
に
馴
染
ま
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
論
じ
る
。
幽
閑
子
の
少
女

小
説
は
「
最
初
期
」
の
性
格
を
残
す
と
と
も
に
、
こ
の
過
渡
期
の
方

法
の
な
か
に
あ
る
と
も
言
え
る
。 

（
７
）
平
田
東
助
は
一
九
〇
九
年
二
月
に
愛
国
婦
人
会
本
部
の
顧
問
に
就
い

て
お
り
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
一
五
巻
（
一
九
一
〇
・
二
）
巻
頭

に
は
平
田
の
講
話
「
聖
旨
の
一
端
に
副
ひ
奉
り
し
老
人
の
功
績
」
が

掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
会
（
雑
誌
）
に
縁
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。 

（
８
）
村
上
信
彦
『
大
正
期
の
職
業
婦
人
』
（
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
三
・

一
一
）
は
「
小
学
教
師
」
に
つ
い
て
「
明
治
三
十
年
後
に
増
勢
に
転

じ
た
女
教
員
は
そ
の
後
増
え
つ
づ
け
る
一
方
で
、
大
正
初
年
に
は
四

万
三
四
一
四
人
、
全
教
員
の
二
七
・
三
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
教

師
の
四
人
に
一
人
強
が
女
教
師
に
な
っ
た
」
（
九
一
頁
）
と
し
、
「
大

正
十
三
年
の
東
京
市
社
会
局
の
調
査
」
と
し
て
教
師
の
平
均
賃
金
は

「
六
七
円
二
三
銭
」
（
七
八
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
河
上
婦

志
子
『
二
十
世
紀
の
女
性
教
師―

周
辺
化
圧
力
に
抗
し
て―

』
（
御

茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
四
・
一
二
）
は
、
「
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世

紀
へ
の
移
行
期
に
日
本
の
市
町
村
立
小
学
校
の
女
性
教
師
が
急
増
し

た
」
が
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
「
女
性
教
師
の
俸
給
が
男
性
よ

り
低
か
っ
た
こ
と
」
（
二
七
頁
）
を
あ
げ
る
。 

（
９
）
米
村
み
ゆ
き
「
〈
女
教
師
〉
と
い
う
想
像
力―

『
青
鞜
』
を
醸
成
す

る
〈
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ン
テ
リ
〉
」
（
飯
田
祐
子
編
著
『
『
青
鞜
』
と

い
う
場―

文
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
〈
新
し
い
女
〉
』
森
話
社
、
二
〇

〇
二
・
四
）
二
三
五
頁
。 

（
10
）
「
幼
き
こ
ろ
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
〈
書
く
女
〉
の
誕
生

―

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲
載
小
説
・
尾
島
菊
子
「
幼
き
こ
ろ
」―

」

（
『
広
島
大
学
文
学
部
論
集
』
第
八
二
巻
、
二
〇
二
二
・
一
二
）
参

照
。 

（
11
）
小
説
「
春
の
家
」
掲
載
の
第
一
四
巻
巻
頭
に
は
「
愛
国
婦
人
会
台
湾

支
部
の
既
往
と
将
来
」
と
い
う
見
開
き
二
頁
の
文
章
が
置
か
れ
て
お

り
、
「
我
台
湾
支
部
」
の
「
一
大
任
務
」
と
し
て
「
本
島
の
三
分
の

二
に
占
居
せ
る
生
蕃
の
討
伐
に
従
事
す
る
隘
線
上
の
戦
士
の
負
傷
者

及
び
遺
族
を
救
護
す
る
の
任
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
12
）
そ
の
他
、
幽
閑
子
は
「
万
事
秩
序
を
重
ん
ず
る
台
湾
で
は
お
医
者
計

り
か
、
学
校
の
教
師
迄
も
釦
で
区
別
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
だ
」
（
「
台
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北
医
院
」
第
三
九
巻
、
四
一
頁
）
、
「
凡
そ
何
が
口
惜
い
と
て
、
手

腕
な
り
、
頭
脳
、
趣
味
な
り
の
上
に
於
て
自
信
の
あ
る
人
が
時
と
所

を
得
ず
し
て
旅
の
土
地
に
、
張
三
李
四
の
輩
と
同
じ
く
見
ら
れ
て
埋

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
口
惜
さ
と
悲
さ
が
あ
ら
う
か
」
（
「
舞
の
袖
」

第
五
〇
巻
、
六
四
頁
）
、
「
己
れ
の
容
貌
が
醜
い
為
に
世
の
中
の
美

し
い
も
の
を
呪
ひ
、
美
し
い
衣
服
を
嘲
り
、
美
し
い
人
を
白
眼
視
す

る
女
が
あ
る
。
／
か
う
い
ふ
女
は
得
て
地
位
と
か
学
問
と
か
で
人
に

誇
ら
う
と
す
る
。
そ
の
く
せ
人
に
持
ち
上
げ
ら
れ
る
と
有
頂
天
に
な

つ
て
了
ふ
。
／
夫
を
あ
や
ま
る
も
の
は
斯
か
る
婦
人
、
傲
慢
な
子
供

に
育
て
る
の
も
か
う
い
ふ
婦
人
で
あ
る
。
／
淡
泊
と
非
礼
を
と
り
ち

が
へ
る
や
う
な
女
は
わ
た
し
は
一
番
嫌
ひ
だ
」
（
「
古
き
手
帖
の
中

よ
り
」
第
五
六
巻
、
一
五
頁
）
と
歯
に
衣
着
せ
ぬ
発
言
を
誌
上
で
公

に
し
て
い
る
。 

（
13
）
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
通
り
、
幽
閑
子
の
愛
国
婦
人
会
台
湾
支

部
事
務
員
の
雇
用
は
同
年
同
月
（
一
九
〇
九
年
一
月
）
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。
『
家
庭
雑
誌
』
一
九
〇
九
年
一
月
号
に
は
編
集
部
に
よ
る

「
謹
賀
新
年
」
（
三
頁
）
の
挨
拶
が
あ
り
、
名
簿
に
は
「
加
納
豊
」

「
加
納
幽
閑
子
」
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
同
号
を
最
後
に
幽
閑

子
の
寄
稿
は
見
ら
れ
な
く
な
る
（
豊
は
一
九
〇
八
年
一
一
月
号
を
最

後
の
署
名
入
り
記
事
の
寄
稿
と
す
る
）
。
ま
た
、
愛
国
婦
人
会
台
湾

支
部
だ
け
で
な
く
、
台
湾
総
督
府
に
も
雇
用
さ
れ
た
加
納
豊
は
、
民

政
長
官
大
島
久
満
次
宛
へ
の
台
湾
「
到
著
届
」
を
一
九
〇
九
年
一
月

一
九
日
付
で
提
出
し
て
い
る
（
「
加
納
豊
任
総
督
府
属
」
一
九
〇
八

年
一
二
月
二
五
日
〈
明
治
四
二
年
永
久
保
存
進
退
（
判
）
第
一
巻
〉

《
台
湾
総
督
府
檔
案
》
国
史
館
台
湾
文
献
館
、
典
蔵
号00001555002

参
照
）
。
豊
の
履
歴
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
台
湾
愛
国
婦

人
』
編
集
者
・
加
納
豊
の
台
湾
以
前
／
以
後―

『
芦
田
均
日
記
』
を

補
助
線
に―

」
（
『
国
文
学
攷
』
第
二
五
一
号
、
二
〇
二
一
・
一
二
）

参
照
。 

（
14
）
「
台
湾
支
部
本
部
職
員
」
名
簿
（
大
橋
捨
三
郎
『
愛
国
婦
人
会
台
湾

本
部
沿
革
誌
』
愛
国
婦
人
会
台
湾
本
部
、
一
九
四
二
・
二
、
七
三
〇

～
七
三
一
頁
）
並
び
に
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
一
四
巻
（
一
九
一
〇

・
一
）
、
第
二
六
巻
（
一
九
一
一
・
一
）
、
第
三
八
巻
（
一
九
一
二

・
一
）
、
第
五
〇
巻
（
一
九
一
三
・
一
）
掲
載
「
愛
国
婦
人
会
台
湾

支
部
」
名
簿
参
照
。 

（
15
）
稿
者
は
先
に
「
晶
子
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
な
い
巻
に
寛
の
作
品
が
掲

載
さ
れ
る
こ
と
が
多
」
く
、
「
結
果
と
し
て
夫
婦
で
な
る
べ
く
穴
の

な
い
か
た
ち
で
雑
誌
へ
の
掲
載
が
ほ
ぼ
常
時
な
さ
れ
」
、
「
晶
子
と

寛
は
互
い
を
補
う
こ
と
で
、
夫
妻
で
雑
誌
の
顔
と
な
っ
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
新
資
料
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
六

十
一
巻―

与
謝
野
晶
子
と
雑
誌
の
関
わ
り
を
中
心
に―

」
『
日
本
研

究
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
四
・
五
）
。
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
お
け

る
与
謝
野
晶
子
の
寄
稿
作
品
の
検
討
は
、
上
田
正
行
「
『
台
湾
愛
国

婦
人
』
と
与
謝
野
晶
子
・
素
描
」
（
下
岡
友
加
・
柳
瀬
善
治
編
『
『
台

湾
愛
国
婦
人
』
研
究
論
集―

〈
帝
国
〉
日
本
・
女
性
・
メ
デ
ィ
ア―

』

広
島
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
・
三
）
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

晶
子
と
寛
二
人
の
作
品
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
、
太
田
登
「
「
台

湾
愛
国
婦
人
」
と
与
謝
野
寛
・
晶
子
の
文
業
（
そ
の
一
）
」
（
『
与
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謝
野
晶
子
の
世
界
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
七
・
三
）
、
同
「
「
台
湾

愛
国
婦
人
」
と
与
謝
野
寛
・
晶
子
の
文
業
（
そ
の
二
）
」
（
『
与
謝

野
晶
子
の
世
界
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
七
・
一
〇
）
が
あ
る
。 

（
16
）
加
納
豊
は
編
集
主
任
を
つ
と
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
長
編
小
説

「
夢
」
な
ど
を
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
寄
稿
し
て
い
る
。
「
夢
」
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
虞
美
人
草
」
の
先
へ―

『
台
湾
愛
国

婦
人
』
掲
載
・
加
納
抱
夢
「
夢
」
の
表
象―

」
（
『
日
本
近
代
文
学
』

第
一
〇
三
集
、
二
〇
二
〇
・
一
一
）
参
照
。 

（
17
）
日
比
嘉
高
『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
メ
リ
カ 

移
民
文
学
・
出
版
文
化

・
収
容
所
』
（
新
曜
社
、
二
〇
一
四
・
二
）
一
七
頁
。 

（
18
）
こ
こ
で
稿
者
は
加
納
豊
や
幽
閑
子
の
編
集
部
参
入
が
一
女
性
団
体
機

関
誌
と
し
て
は
異
例
と
も
言
う
べ
き
文
芸
欄
成
立
の
一
因
と
考
え
て

い
る
が
、
与
謝
野
晶
子
・
寛
夫
妻
に
直
接
寄
稿
を
請
う
書
簡
を
出
し

て
い
る
雑
誌
代
表
者
・
高
山
仰
の
意
向
（
在
京
記
者
「
与
謝
野
晶
子

女
史
を
訪
ふ
」
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
三
七
巻
（
一
九
一
一
・
一
二
）

参
照
）
や
、
日
本
統
治
初
期
台
湾
で
は
文
芸
が
読
者
（
会
員
）
を
引

き
つ
け
る
魅
力
的
な
一
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
著
名

作
家
の
寄
稿
が
雑
誌
の
権
威
付
け
に
益
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
も

当
然
考
慮
す
べ
き
前
提
で
あ
る
。
幽
閑
子
は
一
九
一
三
年
七
月
を
も

っ
て
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
事
務
員
（
後
嘱
託
）
と
し
て
の
雇
用
を

終
了
す
る
が
、
同
時
期
に
豊
も
総
督
府
を
退
職
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

豊
は
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
事
務
員
職
は
継
続
し
、
雑
誌
終
刊
ま
で

編
集
を
担
当
し
た
。
加
納
家
に
お
け
る
何
ら
か
の
家
庭
上
の
事
情
に

よ
り
、
幽
閑
子
の
方
が
雑
誌
刊
行
中
途
で
同
誌
記
者
職
を
離
れ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
か
。
「
熱
心
な
る
読
者
諸
君
の
希
望
に
副
ふ
」
こ
と

を
目
的
に
第
二
二
巻
（
一
九
一
〇
・
九
）
よ
り
開
始
さ
れ
た
読
者
通

信
欄
「
婦
人
倶
楽
部
」
（
或
い
は
「
読
者
倶
楽
部
」
「
倶
楽
部
」
）

は
幽
閑
子
の
離
職
直
後
の
第
五
七
巻
（
一
九
一
三
・
八
）
で
終
了
し
、

以
後
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
幽
閑
子
の
働
き
の
大
き

さ
が
う
か
が
え
る
誌
面
上
の
変
動
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
記
者
離
職
後

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
最
終
巻
（
第
八
八

巻
）
へ
の
幽
閑
子
の
寄
稿
が
見
ら
れ
る
の
は
、
同
誌
に
お
け
る
彼
女

の
働
き
を
踏
ま
え
た
豊
の
慫
慂
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
19
）
帝
国
在
郷
軍
人
会
は
会
の
創
立
（
一
九
一
〇
年
一
一
月
）
以
来
、
既

に
月
刊
機
関
誌
『
戦
友
』
を
発
行
し
て
い
た
が
、
「
在
郷
軍
人
の
家

族
の
読
物
た
る
と
共
に
、
一
般
家
庭
の
読
物
と
し
よ
う
」
と
の
目
的

の
も
と
、
新
た
に
『
我
か
家
』
も
発
行
し
始
め
た
と
い
う
（
帝
国
在

郷
軍
人
会
三
〇
年
史
編
纂
委
員
『
帝
国
在
郷
軍
人
会
三
〇
年
史
』
帝

国
在
郷
軍
人
会
本
部
、
一
九
四
四
・
三
、
一
二
二
頁
参
照
）
。
在
郷

軍
人
会
は
「
現
役
と
し
て
服
役
し
て
い
な
い
軍
人
の
団
体
で
、
在
郷

軍
人
と
軍
人
遺
家
族
の
福
利
厚
生
や
在
郷
軍
人
の
戦
時
動
員
準
備
を

お
も
な
目
的
と
」
し
、
「
創
立
当
時
約
一
〇
〇
万
人
、
一
四
年
（
大

正
三
）
か
ら
は
海
軍
軍
人
も
加
え
、
三
〇
年
代
に
は
約
三
〇
〇
万
人

の
在
郷
軍
人
を
擁
し
た
」
（
巧
刀
俊
洋
「
在
郷
軍
人
会
」
下
中
弘
編

『
日
本
史
大
事
典
』
第
三
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九
三
・
五
。
五
〇
一

頁
）
。 

（
20
）
例
外
と
し
て
幽
閑
子
が
直
接
訪
問
取
材
し
た
「
西
伯
利
独
旅
」
（
第

三
三
号
、
一
九
一
九
・
一
一
）
、
「
こ
の
母
こ
の
娘
」
（
第
七
二
号
、

－ 16 －



- 17 - 
 

一
九
二
三
・
二
）
、
「
ひ
が
し
筑
摩
の
兵
隊
寡
婦
さ
ん
」
（
第
九
一

号
、
一
九
二
四
・
九
）
、
「
日
本
一
の
百
姓
の
妻
」
（
第
一
四
三
号
、

一
九
二
九
・
一
）
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
。 

（
21
）
第
八
五
号
「
編
輯
だ
よ
り
」
（
一
九
二
四
・
三
、
四
八
頁
）
に
は
「
加

納
先
生
の
『
我
か
家
の
料
理
』
頗
る
の
好
評
で
非
常
な
御
注
文
な
の

で
す
が
、
絶
本
に
な
つ
た
ゝ
た
め
長
く
多
く
の
皆
様
に
御
迷
惑
を
か

け
ま
し
た
。
普
通
の
こ
と
で
あ
る
な
ら
、
こ
ん
な
御
迷
惑
を
お
掛
け

し
な
い
の
で
す
が
、
実
は
去
年
の
地
震
の
時
の
火
事
で
す
つ
か
り
原

版
を
焼
い
て
了
つ
た
の
で
す
」
と
の
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
22
）
「
は
し
が
き
」
『
家
の
光
六
〇
年
史
』
（
家
の
光
協
会
、
一
九
八
六

・
三
）
参
照
。 

（
23
）
板
垣
邦
子
「
『
家
の
光
』
に
み
る
農
村
婦
人―

一
九
二
五
年
～
一
九

四
五
年―

」
（
近
代
女
性
史
研
究
会
『
女
た
ち
の
近
代
』
柏
書
房
、

一
九
七
八
・
七
）
三
一
六
頁
。
板
垣
に
拠
れ
ば
、
農
山
漁
村
経
済
更

生
運
動
（
一
九
三
〇
年
に
始
ま
っ
た
農
業
恐
慌
へ
の
対
策
）
に
お
い

て
「
あ
く
ま
で
、
主
婦
と
し
て
の
本
分
を
忘
れ
ず
、
農
を
愛
し
農
を

楽
し
み
、
い
た
ず
ら
に
都
会
生
活
に
憧
れ
も
せ
ず
、
堅
実
に
家
や
村

の
更
生
に
努
力
す
る
婦
人
こ
そ
が
農
村
の
良
妻
賢
母
で
あ
っ
た
」（
三

一
六
～
三
一
七
頁
）
と
い
う
。 

（
24
）
『
家
の
光
五
〇
年
の
人
と
動
き
と
』
（
家
の
光
協
会
、
一
九
七
六
・

一
）
二
〇
三
頁
。
そ
の
他
、
『
家
の
光
の
四
〇
年
』
（
家
の
光
協
会
、

一
九
六
八
・
一
二
）
の
「
昭
和
一
二
年 

役
職
員
名
簿
」
「
家
の
光
」

職
員
名
一
〇
四
名
の
な
か
に
も
「
加
納
幽
閑
子
」
の
名
が
確
認
で
き

る
（
八
四
頁
）
。
な
お
、
現
在
の
家
の
光
編
集
部
編
集
長
・
中
本
英

明
氏
か
ら
は
、
編
集
部
並
び
に
人
財
部
に
は
加
納
幽
閑
子
に
関
す
る

記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
の
回
答
を
受
け
た
（
二
〇
二
二
年
二
月

二
二
日
付E-m

ail

）
。 

（
25
）
小
山
静
子
『
良
妻
賢
母
と
い
う
規
範
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
九
一
・

一
〇
）
一
一
一
、
一
一
六
頁
。
た
だ
し
、
小
山
は
「
女
が
妻
・
母
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
国
家
の
発
展
に
結
び
つ
く
と
す
る
考
え
方
は
、

な
に
も
家
族
国
家
観
と
関
係
し
な
く
と
も
成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
」
（
五
八
頁
）
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
片
野
真
佐
子
「
良

妻
賢
母
主
義
の
源
流
」
は
、
「
問
題
は
、
女
性
の
自
立
へ
の
志
向
が
、

日
本
が
近
代
化
へ
の
歩
み
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
の
と
軌
を
一
に
し

て
、
国
家
に
対
す
る
自
発
的
忠
誠
心
に
転
化
せ
し
め
ら
れ
、
国
家
に

吸
収
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
点
に
あ
る
。
」
「
良
妻
賢
母
論
は
、

そ
の
よ
う
な
女
性
を
形
づ
く
る
観
念
的
支
柱
と
な
っ
た
」
と
指
摘
す

る
（
近
代
女
性
史
研
究
会
『
女
た
ち
の
近
代
』
柏
書
房
、
一
九
七
八

・
七
）
三
四
頁
。 

（
26
）
わ
ず
か
に
幽
閑
子
自
身
の
年
齢
や
履
歴
、
家
族
構
成
が
伺
わ
れ
る
記

述
と
し
て
「
古
き
手
帖
の
中
よ
り
」
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
五
六
巻
、

一
九
一
三
・
七
）
に
「
明
治
と
い
ふ
二
文
字
の
う
ち
に
過
去
二
十
幾

年
の
我
が
存
在
し
て
居
る
」
（
一
二
頁
）
と
あ
り
、
こ
の
記
述
を
踏

ま
え
れ
ば
、
幽
閑
子
は
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
頃
ま

で
の
生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
つ
れ

ぐ
日
記
」
（
『
台

湾
愛
国
婦
人
』
第
八
八
巻
、
一
九
一
六
・
三
）
に
は
「
六
つ
に
な
る

息
子
」
や
「
主
人
」
「
親
戚
の
一
同
」
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
震
災
私
記 

母
の
骨
を
ま
も
り
つ
ゝ
」
（
『
我
か
家
』
第
八
〇
号
、

－ 17 －



- 18 - 
 

一
九
二
三
・
一
一
）
に
は
三
人
の
子
と
母
と
妹
と
一
緒
に
「
十
人
近

い
家
族
」
（
三
三
頁
）
で
暮
ら
し
て
い
る
幽
閑
子
の
生
活
が
語
ら
れ

て
い
る
。
盲
目
の
母
は
関
東
大
震
災
発
生
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
亡
く

な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
単
著
『
名
作
物
語
』
（
実
業
之
日
本
社
、

一
九
二
〇
・
一
二
）
の
「
は
し
が
き
」
に
は
、
「
中
国
の
、
あ
る
田

舎
町
の
小
学
校
を
出
た
ば
か
り
の
頃
で
し
た
。
文
学
を
熱
愛
し
た
今

は
世
に
亡
い
叔
父
の
書
斎
へ
、
隙
さ
へ
あ
れ
ば
忍
び
込
ん
で
、
手
当

り
次
第
に
書
物
を
読
み
か
ぢ
つ
て
ゐ
た
私
」
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
・
島
木
赤
彦
の
弟
子
で
あ
る
歌
人
・

加
納
暁
（
本
名
・
巳
三
雄
。
一
八
九
三―

一
九
三
〇
）
は
幽
閑
子
の

家
系
と
墓
所
（
柏
原
町
小
峠
）
を
同
じ
く
す
る
親
戚
関
係
に
あ
た
る

（
加
納
家
菩
提
寺
で
あ
る
明
顕
寺
に
お
け
る
現
地
調
査
に
拠
る
）
。 

  

（
し
も
お
か 

ゆ
か
、
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
准
教
授
） 
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【加納幽閑子著作一覧表】 

目次と本文のタイトル・筆名表記が異なる場合には、本文の方を採用し、『台湾愛国婦人』

読者通信欄での応答については省略した。（☆については本人であるとの確証を得られて

いないが参考のため記した）。ジャンルは本文の記載に従い、記載のないものは稿者が補

った。 
発表年月日  筆名 タイトル（ジャンル） 発表誌 

1906.3.5 

1908.5.1 

1908.5.1 

1908.5.15 

1908.6.1 

1908.6.9 

1908.6.10 

1908.7.1 

1908.7.1 

1908.7.1   

1908.8.1 

1908.8.1 

1908.8.1 

1908.9.1 

1908.9.1 

1908.9.1 

1908.10.1 

1908.11.1 

1908.12.1 

1908.12.1 

1909.1.1 

1909.1.1 

1909.3.15 

1909.8.15 

1909.9.15 

1909.10.15 

1909.11.15 

1910.12.15 

1910.1.15 

1910.2.15 

1910.3.15 

1910.4.15 

1910.5.15 

加納ゆかし  

加納ゆかし 

女ゆかし女 

幽閑女史☆ 

加納ゆかし女 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納ゆかし女 

ゆかし女 

加納ゆかし女 

加納ゆかし女 

加納ゆかし女 

加納ゆかし 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納ゆかし女加納

幽閑子 

加納幽閑子  

加納ゆかし 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子  

加納ゆかし 

加納ゆかし 

加納ゆかし 

加納ゆかし 

加納ゆかし 

加納ゆかし 

ゆかし女 

加納ゆかし 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

「雪どけ小路」（短歌） 

「花散る家」（訪問記） 

「白梅」（詩） 

「小き理想の家庭」（紹介） 

「正吉の猫」（御伽小説） 

「月収三十円の生活法」（実用記事） 

「月収三十円の生活法」（実用記事） 

「高師附属小学校参観記」（訪問記） 

「わが家の花」（詩） 

「正吉の猫」（御伽小説） 

「幸ちやん」（をさな草紙） 

「おのころ島」（詩） 

「机上寸評」（書評） 

「幸ちやん」（をさな草紙） 

「小雀」（童謡） 

「少女物語」（少女小説） 

「独唱家藤井環夫人を訪ふ」（訪問記） 

「小坊」（小説） 

「古城物語」（をさな草紙） 

「水道橋」（小説） 

「月収三十円の生活法」（実用記事） 

「追懐記」（小説） 

「おはなれの灯」（少女小説）※未見 

「由美子」（少女小説） 

「由美子」（少女小説）※未見 

「由美子」（少女小説） 

「由美子」（少女小説） 

「由美子」（少女小説） 

「春の家」（小説） 

「由美子」（少女小説） 

「台北の三小学校」（訪問記） 

「台北の三小学校」（訪問記） 

「勿来関」（琴唄） 

『時代思潮』第3巻第26号 

『家庭雑誌』41年5月号 

『家庭雑誌』41年5月号 

『女学世界』第8巻第7号 

『家庭雑誌』41年6月号 

『東京二六新聞』第三面 

『東京二六新聞』第三面 

『家庭雑誌』41年7月号 

『家庭雑誌』41年7月号 

『家庭雑誌』41年7月号 

『家庭雑誌』41年8月号 

『家庭雑誌』41年8月号 

『家庭雑誌』41年8月号 

『家庭雑誌』41年9月号 

『家庭雑誌』41年9月号 

『少女界』第7巻第9号 

『家庭雑誌』41年10月号 

『家庭雑誌』41年11月号 

『家庭雑誌』41年12月号 

『家庭雑誌』41年12月号 

『家庭雑誌』42年1月号 

『家庭雑誌』42年1月号 

『台湾愛国婦人』第4巻 

『台湾愛国婦人』第9巻 

『台湾愛国婦人』第10巻 

『台湾愛国婦人』第11巻 

『台湾愛国婦人』第12巻 

『台湾愛国婦人』第13巻 

『台湾愛国婦人』第14巻 

『台湾愛国婦人』第15巻 

『台湾愛国婦人』第16巻 

『台湾愛国婦人』第17巻 

『台湾愛国婦人』第18巻 
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1910.5.15 

1910.6.15 

1910.8.15 

1910.9.15  

1910.11.15 

1910.12.15 

1911.1.1 

1911.2.1 

1911.3.1 

1911.5.1 

1911.5.1 

1911.7.1 

1911.10.1 

1911.11.1 

1911.11.1 

1911.12.1 

1911.12.1 

1912.1.1 

1912.1.1 

1912.2.1 

1912.2.1 

1912.3.1 

1912.4.1 

1912.5.1 

1912.5.1 

1912.6.1 

1912.7.1 

1912.8.1 

1912.9.1 

1912.10.1 

1912.11.1 

1912.12.1 

1913.1.1 

1913.2.1 

1913.3.1 

1913.5.1 

1913.6.1 

1913.7.1 

1916.3.1 

1918.1.1 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

幽澗女史☆ 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納ゆかし 

加納幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納ゆかし 

加納ゆかし 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

加納ゆかし 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

「台北の三小学校」（訪問記） 

「台北の三小学校」（訪問記） 

「負傷兵」（小説） 

「台北の三小学校」（訪問記） 

「台北の市場」（雑録） 

「台北の歳暮」（雑録） 

「台北の正月」（雑録） 

「台中まで」（雑録） 

「台中まで」（雑録） 

「乃木将軍母堂の御墓に詣づる記」（訪問記） 

「喜劇 衣裳くらべ」（脚本） 

「奮闘主義の婦人」（訪問記） 

「女教師」（小説） 

「女教師」（小説） 

「雑記帖より」（雑録） 

「女教師」（小説） 

「雨の本願寺」（雑録） 

「枋橋ゆき」（訪問記） 

「淡水戯館の一夜」（雑録） 

「台北医院」（雑録） 

「女教師」（小説） 

「女教師」（小説） 

「女教師」（小説） 

「白木と三越」（雑録） 

「新公園のかはたれ」（雑録） 

「女教師」（小説） 

「女教師」（小説） 

「ひとやの花」（お伽草紙） 

「女教師」（小説） 

「女教師」（小説） 

「女教師」（小説） 

「女教師」（小説） 

「舞の袖」（訪問記） 

「浴泉記」（雑録） 

「歳暮から正月へ」（雑録） 

「船の出る日」（雑録） 

「初夏の苗圃」（雑録） 

「古き手帖の中より」（雑録） 

「つれ＼／゛日記」（雑録） 

「盛装と半襟」（実用記事） 

『台湾愛国婦人』第18巻 

『台湾愛国婦人』第19巻 

『台湾愛国婦人』第21巻 

『台湾愛国婦人』第22巻 

『台湾愛国婦人』第24巻 

『台湾愛国婦人』第25巻 

『台湾愛国婦人』第26巻 

『台湾愛国婦人』第27巻 

『台湾愛国婦人』第28巻 

『台湾愛国婦人』第30巻 

『台湾愛国婦人』第30巻  

『台湾愛国婦人』第32巻 

『台湾愛国婦人』第35巻 

『台湾愛国婦人』第36巻 

『台湾愛国婦人』第36巻 

『台湾愛国婦人』第37巻 

『台湾愛国婦人』第37巻 

『台湾愛国婦人』第38巻 

『台湾愛国婦人』第38巻 

『台湾愛国婦人』第39巻 

『台湾愛国婦人』第39巻 

『台湾愛国婦人』第40巻 

『台湾愛国婦人』第41巻 

『台湾愛国婦人』第42巻 

『台湾愛国婦人』第42巻 

『台湾愛国婦人』第43巻 

『台湾愛国婦人』第44巻 

『台湾愛国婦人』第45巻 

『台湾愛国婦人』第46巻 

『台湾愛国婦人』第47巻 

『台湾愛国婦人』第48巻 

『台湾愛国婦人』第49巻 

『台湾愛国婦人』第50巻 

『台湾愛国婦人』第51巻 

『台湾愛国婦人』第52巻 

『台湾愛国婦人』第54巻 

『台湾愛国婦人』第55巻  

『台湾愛国婦人』第56巻 

『台湾愛国婦人』第88巻 

『婦人世界』第13巻第1号 
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1918.1.1 

1918.2.1 

1918.3.1 

1918.3.1 

1918.4.1 

1918.4.1 

1918.6.1 

1918.7.1 

1918.7.1 

1918.8.1 

1918.8.1 

1918.11.1 

1918.11.1 

1918.12.1 

1919.1.1 

1919.1.1 

1919.1.1 

1919.2.1 

1919.2.1 

1919.2.1 

1919.3.1 

1919.3.1 

1919.3.1 

1919.3.5 

1919.4.1 

1919.4.1 

1919.4.1 

1919.5.1 

1919.5.1 

1919.5.1 

1919.5.1 

1919.6.1 

1919.6.1 

1919.6.1 

1919.7.1 

1919.7.1 

1919.7.1 

1919.8.1 

1919.8.1 

1919.8.1 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

加納幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

幽閑子 

「白銀と黄金と珠玉と」（実話） 

「この母此子」（実話） 

「雨ゴオトと半ゴオト」（実用記事） 

「宝冠章の光輝」（実話） 

「春の髪飾と草履」（実用記事） 

「運はどこから」（実話） 

「薫るさつきの風」（実話） 

「浴衣と夏帯の配合」（実用記事） 

「折れた幼い芽」（実話） 

「夏の半巾と香水と指輪」（実用記事） 

「緑綬褒章を戴く迄」（実話） 

「流行の常着と帯と」（実用記事） 

「谷間の姫百合」（実話） 

「仰がばや巌頭の松」（実話） 

「船の中でお産をした婦人」（雑録） 

「流行の足駄と鼻緒」（実用記事） 

「哀れにもけなげな人生の勇者」（実話） 

「流行の丸髷と髪飾」（実用記事） 

「復活」（名作物語） 

「大山の麓に咲く花」（実話） 

「日本服の改良問題」（実用記事） 

「源氏物語」（名作物語） 

「忠婢笹島つね女」（実話） 

「文壇の明星与謝野晶子夫人」（雑録） 

「源氏物語」（名作物語） 

「日本服の改良問題（二）」（実用記事） 

「忠婢笹島つね女」（実話） 

「日本服の改良問題（三）」（実用記事） 

「源氏物語」（名作物語） 

「螺鈿の手匣」（少女小説） 

「忠婢笹島つね女」（実話） 

「源氏物語」（名作物語） 

「日本服の改良問題（四）」（実用記事） 

「花も実も」（実話） 

「日本服の改良問題（五）」（実用記事） 

「源氏物語」（名作物語） 

「湯谷に咲く白百合の花」（実話） 

「日本服の改良問題（六）」（実用記事） 

「にごりえ」（名作物語） 

「今尊徳翁」（実話） 

『我か家』第11号 

『我か家』第12号 

『婦人世界』第13巻第3号 

『我か家』第13号 

『婦人世界』第13巻第5号 

『我か家』第14号 

『我か家』第15号 

『婦人世界』第13巻第8号 

『我か家』第17号 

『婦人世界』第13巻第9号 

『我か家』第18号 

『婦人世界』第13巻第13号 

『我か家』第21号 

『我か家』第22号 
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Yukashi Kanō, a Woman Reporter who crossed the Sea: 

Focusing on the Taiwan Aikoku Fujin Era 
 

Yuka SHIMOOKA 
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Kanō Yukashi was a woman reporter and writer who contributed mainly to women’s 
magazines from 1906 to 1935. In 1910, Yukashi went to Taiwan to help run Taiwan Aikoku Fujin, 
the first women’s magazine published in a prewar Japanese colony. She played an essential role in 
all of Taiwan Aikoku Fujin’s multiple functions: propaganda for the Taiwan Governor-General’s 
policy implementation, a general literary magazine, and a place for Japanese residents in Taiwan to 
contribute their writings. After ceasing publication of Taiwan Aikoku Fujin, Yukashi returned to the 
prewar Japanese mainland and contributed articles to Fujin Sekai, Waga Ie, Ie no Hikari, and other 
magazines. In Waga Ie and Ie no Hikari, she mainly wrote cautionary tales based on interviews 
with real people. Her articles, which mainly depict women of substance and sacrificial spirit, are 
heavily used in the media to promote understanding and cooperation with the system of the state 
that Imperial Japan demanded of its women. 
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